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特集  Special Feature

空港の新しい楽しみ方

40th鹿児島空港開港

Let's go to the airport



昭和43年 6月 新空港の建設地を十三塚原に決定
昭和45年 3月 鹿児島空港着工
昭和47年 4月 鹿児島空港供用開始
昭和55年10月 滑走路を2,500ｍから3,000ｍに延長
昭和57年 4月 国際線ターミナルビル供用開始
昭和63年10月 貨物ビル供用開始
平成 8年 3月 鹿児島空港乗降客数１億人達成
平成 9年12月 国際線ターミナルビル増築工事完成
平成17年12月 天然温泉足湯「おやっとさぁ」オープン
平成22年 9月 鹿児島空港航空展示室「SORA STAGE」オープン

鹿児島空港の歴史

昭
和
47
年
４
月
１
日
に
開
港
し

た
鹿
児
島
空
港
。
来
月
、
開
港
40

周
年
を
迎
え
ま
す
。
空
港
と
言
え

ば
飛
行
機
。
そ
こ
で
、
空
の
旅
に

詳
し
い
旅
行
代
理
店
の
中
尾
裕
一

さ
ん
（
Ｊ
Ａ
あ
い
ら
旅
行
セ
ン

タ
ー
）
に
鹿
児
島
空
港
を
利
用
し

た
旅
の
魅
力
を
伺
い
ま
し
た
。

行
き
た
い
時
、

行
き
た
い
所
へ
、
自
由
に
。

「
鹿
児
島
空
港
か
ら
行
け
る
海

外
は
直
航
便
が
飛
ぶ
ソ
ウ
ル
、
上

海
だ
け
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
方
も
多

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
実
際

は
国
際
路
線
を
多
く
持
つ
東
京

国
際
空
港
（
羽
田
）、
福
岡
空
港
、

ソ
ウ
ル
の
仁イ

ン

川チ
ョ
ン

国
際
空
港
な
ど
と

つ
な
が
っ
て
い
る
利
点
を
生
か
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
へ
気
軽
に
行

く
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
話
す
中

尾
さ
ん
。
現
在
、
鹿
児
島
空
港
か

ら
直
航
便
が
出
て
い
る
都
市
は
国

内
16
か
所
、
海
外
２
か
所
で
す
が
、

乗
り
継
ぎ
を
活
用
し
、
こ
の
数
字

で
は
表
せ
な
い
た
く
さ
ん
の
国
や

都
市
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

３
月
25
日
に
は
新
た
な
国
際
定

期
路
線
と
し
て
台
北
線
が
開
設
し
、

週
３
往
復
（
火
・
木
・
日
）
の
運

航
を
予
定
し
て
い
ま
す
。「
台
湾

は
料
理
が
お
い
し
く
、
比
較
的
治

安
も
い
い
。
そ
れ
に
親
日
家
の
人

が
多
い
の
で
、
日
本
人
に
と
っ
て

行
き
や
す
い
所
だ
と
思
い
ま
す
」

と
中
尾
さ
ん
も
お
薦
め
の
場
所
。

「
う
ち
の
支
店
の
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
は
“
行
き
た
い
時
、
行
き
た

い
所
へ
、
自
由
に
”。
国
内
の
主

要
都
市
や
離
島
に
行
く
の
も
便
利

で
す
し
、
最
近
は
格
安
航
空
券
も

出
て
い
る
な
ど
、
今
後
ま
す
ま
す

鹿
児
島
空
港
を
利
用
し
て
、
た
く

さ
ん
の
旅
の
可
能
性
が
広
が
り
ま

す
」
と
中
尾
さ
ん
は
期
待
し
て
い

ま
す
。

３
月
就
航
の
台
北
線
、
４
月
新

た
に
参
入
予
定
の
格
安
航
空
会
社
。

私
た
ち
を
取
り
巻
く
空
の
旅
事
情

は
、
さ
ら
に
自
由
に
、
さ
ら
に
身

近
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

空港へ
行こう

私
た
ち
の
住
む
ま
ち
に
は
、国
際
空
港
で
あ
る
鹿
児
島
空
港
が
あ
り
ま
す
。

九
州
本
土
で
は
福
岡
に
次
い
で
乗
降
客
数
、着
陸
回
数
が
多
い
主
要
な
空
港
で
、

霧
島
市
は
空
港
か
ら
大
き
な
恩
恵
を
受
け
て
い
ま
す
。

開
港
し
た
昭
和
47
年
、年
間
１
７
２
万
人
だ
っ
た
乗
降
客
数
が
、

平
成
14
年
に
は
６
２
６
万
人
に
ま
で
増
加
。

し
か
し
平
成
22
年
に
は
４
９
７
万
人
と
、ピ
ー
ク
時
に
比
べ
徐
々
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、今
回
は
鹿
児
島
空
港
開
港
40
周
年
を
記
念
し
て
、

霧
島
市
と
空
港
の
今
後
の
展
望
、

空
港
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
新
し
い
魅
力
に
つ
い
て
探
っ
て
み
ま
し
た
。

Let's go to the airport

40th
鹿児島空港
開港

空
港
の
新
し
い
楽
し
み
方

蘇
ソ

州
シュウ

／上海
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外
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灘
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士
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林
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東
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魅力案内人
中尾裕一さん（40）

（80分）
（120分）
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種子島

喜界
奄美大島

徳之島
沖永良部

与論

中部 静岡神戸

福岡長崎
松山

上海

台北

◎鹿児島空港からの
　就航路線

（90分）

（90分）

（100分）

（70分）

（3/25就航）



国内線、国際線あわせて15の売店があり、たくさんのお土
産などが並びます。

普段近くで見ることのできない
飛行機の部品に興味津々。

体
験
の
ス
テ
ー
ジ

航空展示室「ソラステージ」は、空港や飛行機の
歴史を学びながら無料で楽しめる充実した空間。
飛行機を間近に見ることができる展望デッキはも
ちろん、ギャラリーも隠れた人気スポットです。

鹿
児
島
空
港
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
株
式
会
社

営
業
企
画
課

馬
場
陽
子
さ
ん
（
26
）

食
の
ス
テ
ー
ジ

空
港
に
は
９
つ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
鹿

児
島
銘
菓
が
取
り
そ
ろ
え
ら
れ
た
売

店
、
飛
行
機
に
乗
ら
な
く
て
も
買
え

る
空
港
限
定
の
お
弁
当
“
空そ
ら

弁べ
ん

”
な

ど
魅
力
が
た
く
さ
ん
。
お
い
し
い
物

を
食
べ
に
、
ち
ょ
っ
と
立
ち
寄
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

人気の足湯「おやっとさぁ」。天然温泉の足湯がある空港は全国的にも
珍しいとか。足湯やマッサージで体を癒やした後は、大空へ飛び立つ
飛行機があなたの心を癒やしてくれるかもしれません。

天然温泉足湯 「おやっとさぁ」
鹿児島弁で「お疲れさま」を意味する「おやっとさぁ」。
気軽に温泉気分を味わえて、体も心も癒やされる国
内空港初の天然温泉足湯です。オリジナルタオル

（200 円）販売中。

⬅ 空弁「鹿
か

籠
ご

豚
ぶた

弁当」
幻の豚といわれる枕崎の「鹿籠豚」
だけをぜいたくに使用したお弁当。癒やしのステージ

鹿 児島空港には、レスト
ラン、売店はもちろん、

航空展示室や足湯など家族や
友達と楽しめる空間がたくさ
んあります。鹿児島ならでは
のお土産品や焼酎、お菓子な
どが並び、ここに来るだけで
鹿児島を満喫できるところも
魅力の一つ。ちょっと気持ち
が疲れたときは展望デッキが
お薦め。私も仕事の後、夕日
に染まる飛行機を眺めて癒や
されたり、働く人の姿を見て
元気をもらったりすることが
あります。「ソラマガ」とい
う空港の情報誌には、意外と
知られていない空港の魅
力が満載です。
空港館内やホテルなど
に置いていますので、
ぜひご覧ください。

パイロット気分で鹿児島空港へ
の離着陸体験ができるフライト
シミュレーター。1回100円。

実物大の機体の模型。飛行機
に乗り込んだ気分を満喫。（不
定期に閉鎖することがあります）

鹿児島空港に就航している航
空会社や世界的に有名な航空
機を紹介。展望デッキ

飛行機はもちろん霧島連山を見渡せる絶好
のロケーション。お見送りだけでなく、「空
弁を食べながらピクニック気分」も楽しそう。

飛行機のエンジンカバー。実物の大きさにびっくり。

エアポートギャラリー
県内外で活躍する地元アーティストの作品を展示・販
売。芸術作品にふれてみませんか。

⬅�ソラステージの歴史ゾーン。鹿児島空港の歴史や世界の航空に
関することをパネルや模型で紹介。

展望デッキが見えるレストラン。飛行機はもちろん、天気が
いい時は美しい霧島連山がくっきり見えます。

お
〜
っ
！

ソラス
テー
ジは、

大人
から子

ども

まで
楽しめ

る充

実の施
設です

。

空港で
遊ぼう

Let's play at the airport

楽
し
む
ぞ
〜

空港は飛行機に乗るための
ところ。いいえ、それだけで
はありません。
「飛行機に乗るため」以外の
空港の楽しみ方を鹿児島空
港ビルディング株式会社の
馬場陽子さんに教えてもら
い、溝辺町在住の佐藤さん
ご家族に実際に体験してもら
いました。そこには知ってい
るようで知らない空港の魅
力が広がっていました。

鹿児
島空
港の

「空
弁」の

売り

上げ
ラン
キン

グ１位
。

空港レストランで2,000円以上（1店舗につき）
ご飲食の方は、駐車料金2時間無料。
※レストランに駐車券を提示してください。

耳
よ
り

情
報
‼

マッサージ 
旅で疲れた体を癒やす人はもちろん、マッサージ目的
で空港を訪れる人も。

お土産・お菓子 
鹿児島ならではのお土産やお菓子など、た
くさん取りそろえています。新商品もいろい
ろ入ってくるので要チェック。

ソラステージ

ソラステージ

ソラステージ

ソラステージ

ソラステージ

ソラステージ

「ソラマガ」
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Let's go to the airport



40th ANNIVERSARY
EVENT

鹿
児
島
空
港
は
東
に
霧
島
連
山
、

南
に
桜
島
を
眺
望
で
き
る
台
地
に

あ
り
ま
す
。
開
港
か
ら
間
も
な
く

40
年
、
今
で
は
そ
こ
に
あ
る
こ
と

を
当
た
り
前
の
よ
う
に
感
じ
て
い

る
人
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
中
、
空
港
民
営
化
の
声

や
乗
降
客
数
の
減
少
な
ど
、
空
港

は
今
ま
さ
に
過
渡
期
を
迎
え
て
い

ま
す
。
空
港
所
在
都
市
に
住
む
私

た
ち
に
、
今
何
が
で
き
る
の
か
を

考
え
て
み
ま
し
た
。

空
港
が
も
た
ら
し
た
も
の

空
港
開
港
後
、
目
の
前
に
九
州

自
動
車
道
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

が
設
置
さ
れ
、
周
辺
の
交
通
ア
ク

セ
ス
は
飛
躍
的
に
良
く
な
り
ま
し

た
。
こ
の
好
条
件
を
生
か
し
、
企

業
誘
致
が
進
め
ら
れ
た
結
果
、
開

港
前
５
社
だ
っ
た
霧
島
市
の
進
出

企
業
が
、
現
在
で
は
84
社
と
な
り
、

人
口
の
増
加
、
雇
用
の
増
加
、
ま

ち
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
霧
島
市
は
空
港
と
共
に
発
展

し
て
き
た
の
で
す
。

空
港
の
可
能
性

空
港
近
く
で
、
鹿
児
島
の
文
化

と
チ
ェ
コ
の
文
化
を
融
合
さ
せ
た

テ
ー
マ
パ
ー
ク
「
バ
レ
ル
バ
レ
ー

プ
ラ
ハ
＆
Ｇ
Ｅ
Ｎ
」
を
経
営
す
る

山
元
正
博
さ
ん
に
、
空
港
の
魅
力

に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

「
空
港
が
な
か
っ
た
ら
、
こ
の

場
所
に
お
店
を
出
し
て
い
ま
せ
ん
。

こ
こ
に
は
、
飛
行
機
を
利
用
し
て

鹿
児
島
に
来
ら
れ
た
観
光
客
が
た

く
さ
ん
訪
れ
ま
す
。
最
近
は
ア
ジ

ア
か
ら
の
お
客
さ
ま
が
増
え
て
お

り
、
今
後
大
切
な
の
は
受
け
入
れ

る
体
制
。う
ち
に
は
英
語
、中
国
語
、

チ
ェ
コ
語
な
ど
を
話
せ
る
ス
タ
ッ

フ
が
お
り
、
中
国
の
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
も
使
え
ま
す
。
世
界
に
つ

な
が
る
玄
関
が
す
ぐ
そ
こ
に
あ
る

こ
と
を
意
識
し
て
、
空
港
と
周
辺

地
域
が
一
緒
に
な
っ
て
、
看
板
の

外
国
語
表
記
や
外
国
語
へ
の
対
応

な
ど
受
け
入
れ
体
制
を
整
え
て
い

く
こ
と
が
必
要
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
」

空
港
の
乗
降
客
数
の
減
少
は
、

交
通
手
段
の
多
様
化
や
景
気
の
悪

化
、
人
口
減
少
な
ど
時
代
の
流
れ

に
逆
ら
え
な
い
部
分
も
あ
る
と
い

わ
れ
ま
す
が
、
山
元
さ
ん
は
い
く

つ
か
の
可
能
性
を
示
唆
し
ま
す
。

「
高
速
道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
が
空
港
の
目
の
前
に
あ
る
の

で
、
交
通
の
便
の
良
さ
を
利
用
し

て
物
流
に
力
を
入
れ
る
方
法
も
あ

り
ま
す
」

実
際
、
市
内
に
は
鹿
児
島
空
港

か
ら
海
外
へ
商
品
を
輸
出
し
て
い

る
企
業
も
あ
り
ま
す
。
空
港
の
存

在
が
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
つ
な

が
っ
て
い
る
の
で
す
。

さ
ら
に
、
今
、
山
元
さ
ん
が
一

番
期
待
し
て
い
る
の
が
台
北
線
の

開
設
。

「
親
日
家
が
多
い
台
湾
へ
の
直

航
便
が
定
期
航
路
に
な
れ
ば
、
観

光
も
ビ
ジ
ネ
ス
も
大
き
く
幅
が
広

が
り
ま
す
。
仕
事
で
海
外
へ
行
く

と
『
鹿
児
島
』
の
名
前
が
知
ら
れ

て
い
な
い
こ
と
を
痛
感
し
ま
す
。

人
を
呼
び
込
む
た
め
に
は
、
行
政

と
民
間
が
協
力
し
て
、
鹿
児
島
の

魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
、
名
前
を
売
っ
て

い
く
こ
と
も
大
切
で
す
。
空
港
だ

け
で
は
発
展
し
ま
せ
ん
。
地
域
や

行
政
、
民
間
が
一
丸
と
な
っ
て
活

性
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
、

今
後
の
空
港
の
可
能
性
を
広
げ
る

こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
」

も
っ
と
身
近
な
空
間
に

仕
事
柄
、
世
界
中
を
飛
び
回
る

山
元
さ
ん
。
空
港
に
行
く
の
は
飛

行
機
に
乗
る
時
だ
け
か
と
思
い
き

や
、
癒
や
し
の
場
と
し
て
も
活
用

し
て
い
ま
す
。

「
よ
く
食
事
に
行
っ
た
り
、
飲

み
に
行
っ
た
り
し
ま
す
。
疲
れ
た

時
は
マ
ッ
サ
ー
ジ
も
い
い
で
す
よ
」

鹿
児
島
空
港
開
港
40
周
年
。
も

し
も
空
港
が
な
か
っ
た
ら
、
霧
島

市
の
現
在
の
発
展
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
の
飛
躍
の
鍵
は
、
空
港
の
あ

る
ま
ち
に
住
む
私
た
ち
が
そ
の
恩

恵
に
感
謝
し
、
共
に
知
恵
と
力
を

出
し
合
い
、
協
力
し
て
可
能
性
を

探
っ
て
い
く
こ
と
な
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

今
回
の
取
材
で
見
る
こ
と
の
で

き
た
空
港
の
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
。

ま
ず
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
、

空
港
に
行
っ
て
、
そ
の
魅
力
を
感

じ
る
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

さ
あ
、
空
港
へ
行
こ
う
。

ソ ラステージで飛行機の模型
を見ながら歴史を勉強でき

て楽しかったです。フライトシミュ
レーターはパイロットになった気
分。その後、展望デッキから見た本
物の飛行機がかっこよかったです。
空港で遊べると思っていなかった
ので友達にも教えてあげたいです。

た まに食事や買い物で空港を
利用します。展望デッキが

見えるレストランで飛行機や霧島
連山を眺めるのがお気に入り。鹿
児島の名物やお菓子がそろってい
ることも魅力的です。子どもと遊
べる空間もあるので、休日のお出
かけスポットにもおすすめです。

今 回の体験で今まで知らな
かった空港を知ることがで

きました。たくさんの人が働いて
いてかっこよかったです。飛行機
も迫力満点でしたが、それ以外に
も魅力がたくさん。特に天然温泉
の足湯が気持ち良かったです。ま
た家族で遊びに行きたいです。

空 港の雰囲気がとても好き
です。少し現実離れしたよ

うな異空間。多くの人が行き交い、
さまざまな言葉が飛び交い、働く
人も活気にあふれている。力みな
ぎる空間で、自分も元気をもらえ
ます。今回の空港体験で、またた
くさんの魅力を発見しました。

竹
子
小
５
年

次
男　

公こ
う
紀き
く
ん
（
11
）

溝
辺
中
１
年

長
男　

哲て
つ
朗ろ

う
く
ん
（
13
）

妻　

ひ
ろ
え
さ
ん
（
40
）

佐
藤
光
秀
さ
ん
（
43
）

昭
和
52
年
東
京
大
学
農
学
部
修
士
課
程
卒
業
。昭
和

63
年
錦
灘
酒
造
株
式
会
社
代
表
取
締
役
就
任
。平
成

2
年
鹿
児
島
空
港
前
に
焼
酎
の
観
光
工
場
開
設
。平

成
9
年
チ
ェ
コ
村
開
設
（
現
在
の
バ
レ
ル
バ
レ
ー
プ

ラ
ハ
＆
Ｇ
Ｅ
Ｎ
）。平
成
11
年
株
式
会
社
源
麹
研
究
所

を
設
立
。現
在
、
同
研
究
所
代
表
取
締
役
会
長
、
ス
ロ

バ
キ
ア
共
和
国
名
誉
領
事
な
ど
を
務
め
、
世
界
を
股

に
か
け
て
活
躍
す
る
。

山元正博さん（61）

鹿児島空港発着の
国際定期路線をご利用の方へ
助成制度があります

●団体ツアー助成事業
　国際定期路線（ソウル線、上海線、台北線）を利
用して研修・視察や修学旅行などのため海外渡航す
る６人以上の団体・グループに対して、渡航経費（国
際定期路線の航空運賃）の一部を助成。

●海外ビジネスツアー助成事業
　新たな海外ビジネス展開を目的に、国際定期路線

（ソウル線、上海線、台北線）を利用して、展示会
や商談会などに参加する方を対象に、１人当たり１
万円を助成。
�問＝鹿児島県交通政策課 ☎099（286）2459

空港を一日楽しんでもらった佐藤さんご家族にインタビューしてみました

もしも
空港がなかったら

●記念セレモニー
◦吹奏楽演奏（リトルチェリーズ）
◦１日空港長任命式（霧島ふるさと大使）
◦くす玉オープン

●ANA機体見学会（予定） ※事前公募
●JALグッズチャリティーバザー
●空港チャリティーオークション ※事前応募
●霧島市観光・特産品PR

◦霧島茶100円茶屋
◦郷土菓子「ねったぼ」振る舞い

●きりしまフォトコンテスト写真展
※�時間や場所については、チラシまたは鹿児島空港ビルホー

ムページをご覧ください。

I n f o r m a t i o n

�問＝空港ビルディング株式会社総務課 ☎（58）2110

鹿
児
島
空
港
開
港

40
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

開催日
４/

1日
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Let's go to the airport



霧 島 か わ ら 版

錦江湾奥会議で
防災面などを協議
錦江湾奥会議の第２回会議が２

月７日、鹿児島市で開かれました。
同会議は錦江湾奥に位置する自治
体が連携し防災、観光などのさま
ざまな分野で知恵を出し合い協働

して地域活性化を図ることを目的として、錦江湾奥の鹿児島、垂水、霧島、
姶良の４市で昨年８月に発足しました。今回は、３月16日に霧島錦江湾国
立公園が誕生することを踏まえて、観光イベントでの連携や、桜島大噴
火を想定した防災協力体制の在り方などの意見交換を行い、今後、各分野
の担当者でも、これからの課題なども含め連携していくことになりました。

春の訪れを告げる
鈴かけ馬
南九州に春の訪れを告げるお祭

り「初午祭」が２月12日、隼人町の
鹿児島神宮とその周辺でありまし
た。当日は穏やかな天気に恵まれ、
午前中を中心に18万人の来場者が

訪れ、太鼓や三味線の音に合わせシャンシャンと鈴を鳴らし踊る鈴かけ馬
23頭や2,000人の踊り連でにぎわいました。初午祭は460年の歴史を誇る
伝統行事で、五穀豊穣や厄払い祈願をするお祭りです。隼人宮内会では祭
りを盛り上げようと鹿児島神宮周辺の史跡マップを配ったり、黒豚の串
焼きや、やきそばなどの24の出店を出したりして祭りを盛り上げました。

プロの熱血指導に
大喜び
市内でキャンプ中だった京都サ

ンガの選手などによるサッカー教
室が２月11日、国分運動公園多目
的グラウンドであり、市内のサッ
カー少年約100人が参加しました。

京都サンガの選手らはボールを取られないためのドリブルの仕方など
を、ゲームを交えながら熱心に指導していました。
今回教室に参加していた国分南小サッカースポーツ少年団キャプテンの

梅木柊
しゅう

斗
と

くんは「ドリブルのときの姿勢など勉強になりました。初めてする
練習方法だったので、チームでも取り入れたいです」と喜んでいました。

こくぶ初市
今年も大にぎわい
春を呼ぶ国分のまちの伝統行事
として２月 18、19 日の 2 日間、
国分旭通りで「こくぶ初市」が行
われました。明治末期から始まっ
たといわれる、こくぶ初市は約１

㌔の間に、県内外から植木、刃物、陶器などの 200 の露店が並び、多く
の買い物客でにぎわいました。また第一工業大学の学生がエイサーを３曲
披露し、会場を盛り上げました。国分郡田の萩原直行さんは「毎年欠かさ
ず初市に来ています。去年買った木にキンカンがたくさん実りびっくりし
ています。また来年も訪れてみたいです」とうれしそうに話していました。

第
８
回
「
き
り
し
ま
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
」
の
審
査
会
が
２
月
７

日
、
実
施
さ
れ
３
２
０
点
の
応
募

の
中
か
ら
自
由
部
門
と
エ
ア
ポ
ー

ト
部
門
の
大
賞
や
優
秀
作
品
な
ど

42
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

今
年
か
ら
、
き
り
し
ま
写
真
展

と
エ
ア
ポ
ー
ト
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
を
合
わ
せ
て
行
わ
れ
た
同
コ
ン

テ
ス
ト
で
は
、
霧
島
市
の
四
季
に

CIVIC NEWS

写
真
で
霧
島
市
の

魅
力
発
見

富
ん
だ
自
然
風
景
や
伝
統
行
事
、

風
景
、
人
々
の
暮
ら
し
、
環
境
な

ど
を
写
し
た
自
由
部
門
に
１
８
９

点
の
応
募
が
あ
り
21
点
の
優
秀
作

品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
飛
行

機
、
空
港
で
働
く
人
々
、
出
会
い
、

別
れ
な
ど
鹿
児
島
空
港
の
魅
力
を

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
捉
え
た
、

エ
ア
ポ
ー
ト
部
門
で
は
１
３
１
点

の
募
集
が
あ
り
21
点
の
優
秀
作
品

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
入
賞
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

◎
自
由
部
門

⃝
�

き
り
し
ま
大
賞
＝
山
口
良
樹

（
隼
人
）

⃝
�

優
秀
賞
＝
川
井
田
誠
・
海
老
原

勇
一
（
以
上
国
分
）、
黒
木
芳
秀

（
鹿
児
島
市
）、大
久
保
文
清（
姶

良
市
）

⃝
�

環
境
賞
＝
壱
岐
達
士
（
溝
辺
）、

鮫
島
孝
（
鹿
児
島
市
）

⃝
�

霧
島
市
観
光
協
会
賞
＝
肥
後

昭
・
神
宮
司
耕
二
（
以
上
国
分
）

⃝
�

入
選
＝
藤
岡
敏
晃
・
閏
民
子
・
山

下
義
信
・
大
山
修
・
春
日
富
士

子
・
厚
地
由
美
子
・
小
牟
田
康
雅

（
以
上
国
分
）、
藤
屋
律
子
・
塚

原
潤
三
（
以
上
姶
良
市
）、
米
元

茂
雄
（
薩
摩
川
内
市
）、
西
村
正

一
郎（
鹿
児
島
市
）、丁
政
彦（
出

水
市
）

思
い
の
詰
ま
っ
た
写
真
の
中
か
ら
42
点
の
作
品
が
入
賞

◎
エ
ア
ポ
ー
ト
部
門

⃝
�

き
り
し
ま
大
賞
＝
新
山
王
僚
宏

（
薩
摩
川
内
市
）

⃝
�

優
秀
賞
＝
田
中
敬
子
（
横
川
）、

松
田
寛
詞
（
宮
崎
県
三
股
町
）、

野
津
文
雄
・
寺
園
泉
（
以
上
鹿

児
島
市
）

⃝
�

鹿
児
島
空
港
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
賞

＝
川
尻
宣
博
（
姶
良
市
）

⃝
�

霧
島
市
商
工
会
賞
＝
別
府
春
美

（
志
布
志
市
）

⃝
�

か
ご
し
ま
空
港
ホ
テ
ル
賞
＝
松

元
涼
子
（
鹿
児
島
市
）

⃝
�

溝
辺
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
賞
＝

松
本
伸
一
（
出
水
市
）

⃝
�

日
本
航
空
賞
＝
山
川
龍
一
、
角

崎
友
美
（
以
下
国
分
）

⃝
�

全
日
空
賞
＝
竹
中
昇
一
、
有
馬

達
朗
（
以
下
姶
良
市
）

⃝
�

日
本
エ
ア
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
賞
＝

下
登
虎
男
（
霧
島
）、
安
楽
健
一

郎
（
鹿
児
島
市
）

⃝
�

ソ
ラ
シ
ド
エ
ア
賞
＝
大
社
正

照
・
福
西
誠
幸
（
以
上
鹿
児
島

市
）

⃝
�

フ
ジ
ド
リ
ー
ム
エ
ア
ラ
イ
ン
ズ

賞
＝
加
治
木
美
保
子
（
牧
園
）、

北
山
毅
（
姶
良
市
）

⃝
�

ス
カ
イ
マ
ー
ク
賞
＝
中
俣
秀
昭

（
隼
人
）、
中
島
淳
（
宮
崎
県
都

城
市
）

国
分
春
山
地
区
に
整
備
中
の
春

山
緑
地
公
園
が
４
月
１
日
か
ら
一

部
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

合
併
前
か
ら
計
画
的
に
整
備
を

進
め
て
い
る
同
公
園
は
、
野
球
場

で
２
面
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
で
４

面
使
用
で
き
、
平
成
26
年
３
月
に

完
成
す
る
予
定
で
す
。
市
民
の
皆

さ
ま
か
ら
の
要
望
も
あ
り
本
年
３

月
完
成
予
定
の
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
一
部
を
供
用
開
始
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

今
回
、
完
成
す
る
の
は
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
み
で
、
一
般
使
用
の
場
合

は
野
球
場
で
１
面
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
場
で
２
面
使
用
で
き
、
当
分
の

間
は
野
球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
使

用
を
中
心
と
し
ま
す
。
受
付
は
３

月
15
日
（
木
）
か
ら
耕
地
課
で
行

い
ま
す
。

※�

使
用
許
可
に
つ
い
て
は
先
着
順

と
は
せ
ず
、
月
毎
の
受
け
付
け

期
間
を
設
け
そ
の
後
、使
用
日
・

使
用
時
間
が
重
複
す
る
場
合
は

抽
選
に
な
り
ま
す
。
使
用
料
金

に
つ
い
て
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
一

面
当
た
り
ソ
フ
ト
が
１
時
間
１

２
０
円
、
野
球
が
１
時
間
２
０

０
円
の
予
定
で
す
。
当
分
の
間

は
、
こ
の
使
用
料
金
の
半
額
と

し
ま
す
。

◎�

問
＝
耕
地
課
☎（
64
）０
９
１
１

（
内
線
２
４
１
１
）

４月１日から
一部使用開始
野球・ソフトボールなどのスポーツで
健康づくり

国分春山緑地公園
第
８
回
き
り
し
ま
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
審
査
結
果自由部門きりしま大賞　「月光の夜に響く雷鳴」（山口  良樹さん）

エアポート部門きりしま大賞　「夢の懸け橋」（新山王  僚宏さん）

止上神社

日当山駅

さくら農園

223

504 2

2

60

475

久保田
交差点

西光寺
交差点

肥
薩
線

日
豊
本
線

至
霧
島

至
国
分

ココ
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イベント名 日　　時［対　象］ 場　所
ほるとの森おはなし会 ３月10日（土）・24（土）、4月14日（土）・28日（土） 14：00 ～ 14：30

国分図書館赤ちゃんとわらべうた・えほんのへや
（りんごの木） ４月 2日（月）10：30 ～ 11：00

幼児と小学生のためのおはなしの部屋
（りんごの木） ４月 7日（土）10：30 ～ 11：30

語りの部屋（語りの会あもり） ３月11日（日）、4月8日（日） 11：00 ～ 11：40

隼人図書館
おはなしの部屋

３月18日（日）11：00 ～ 11：30［幼児･小学生］ 
４月 5日（木）16：00 ～ 16：30［幼児］
４月 6日（金）11：00 ～ 11：30［赤ちゃん］

おはなし会（おはなしの会「さんぽ道」） ３月17日（土）14：00 ～ 15：00 横川図書室

えほん・わらべうたのへや（紙ふうせん） ３月14日（水）、4月11日（水）10：30 ～ 11：30
霧島図書室

お話の時間（紙ふうせん） ３月19日（月）15：30 ～ 16：30

おはなし広場（ふくの子おはなし会） ３月24日（土）10：00 ～ 11：30 福山図書室

お家騒動
の罪をかぶ

らされ、

幽
ゆう

閉
へい

先で家
か
譜
ふ
編纂と1

0 年

後の切腹
を命ぜら

れた元郡

奉行の戸
田秋

しゅう

谷
こく

。家族、
友

人を想い
、藩を想

う秋谷の

清
せい

冽
れつ

な生き方
が、周囲

の者

を変えてい
きます。

読み終え
た後、心

が洗われ

た様な清
々しさを感

じる１冊

です。

蜩
ひ
ぐ
ら
し

ノの

記き

著
：
葉
室 

麟
（
は
む
ろ 

り
ん
）

厩う
ま
や

橋ば
し

／
小
池
昌
代

サ
ム
ラ
イ
千
年
や
り
ま
し
た
／
岩
井
三
四
二

晴
天
の
迷
い
ク
ジ
ラ
／
窪
　
美
澄

途
方
も
な
く
霧
は
流
れ
る
／
唯
川
　
恵

朝
の
霧
／
山
本
一
力

相
田
家
の
グ
ッ
ド
バ
イ
／
森
　
博
嗣

く
る
す
の
残
光　

月
の
聖
槍
／
仁
木
英
之

ク
ロ
ス
・
フ
ァ
イ
ヤ
ー
／
柴
田
よ
し
き

日
本
の
食
材
帖　

乾
物
レ
シ
ピ
／

主
婦
と
生
活
社

お
う
ち
で
作
る
和
菓
子
レ
シ
ピ
12
か
月
／

鳥
居
満
智
栄

か
な
と
花
ち
ゃ
ん
／
富
安
陽
子

ボ
ン
は
ヒ
ー
ロ
ー
／
わ
た
な
べ
ゆ
う
い
ち

と
っ
て
お
き
の
は
い
く
／
村
上
し
い
こ

ぼ
く
の
き
し
ゃ
ポ
ッ
ポ
ー
／
市
川
里
美

お
め
で
た
こ
ぶ
た
／
や
ま
わ
き
ゆ
り
こ

小
さ
な
鳥
や
大
き
な
鳥
、
カ
エ
ル
も
ハ
チ

も
ア
リ
も
魚
も
、
カ
メ
も
ヘ
ビ
も
ト
カ
ゲ

も
ワ
ニ
も
、
そ
し
て
恐
竜
も
た
ま
ご
を
う

む
。
た
く
さ
ん
の
驚
き
が
つ
ま
っ
た
、
た

ま
ご
の
ふ
し
ぎ
を
描
く
絵
本
。

ア
リ
ス
＆
マ
ー
テ
ィ
ン・プ
ロ
ベ
ン
セ
ン 

作

た
ま
ご
っ
て
ふ
し
ぎ

三
田　

完 

作

藝げ
い

者し
ゃ

の
大
姐
さ
ん
、
吉
原
の
泡
姫
、
秘

密
を
抱
え
た
医
大
生
…
。
昭
和
の
空
気

が
漂
う
喫
茶
「
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
」
に
は
、

今
日
も
ま
た
風
変
わ
り
な
客
た
ち
が

や
っ
て
く
る
。

モ
ー
ニ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

食
虫
植
物
・
多
肉
植
物
・
テ
ィ
ラ
ン
ジ

ア
と
い
っ
た
不
思
議
で
変
わ
っ
た
植
物

た
ち
、
マ
ジ
カ
ル
プ
ラ
ン
ツ
。
そ
の
基

礎
知
識
や
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
な
ど
、
園

芸
と
し
て
の
楽
し
み
方
を
紹
介
し
ま
す
。

木
谷
美
咲 

作

マ
ジ
カ
ル
プ
ラ
ン
ツ

『
暮
ら
し
の
手
帖
』
表
紙
原
画
、
書
籍

装
釘
原
画
、
カ
ッ
ト
・
手
書
き
文
字
、

新
聞
広
告
版
下
な
ど
、
花
森
安
治
の
作

品
約
３
０
０
点
を
掲
載
。

花
森
安
治 

作

花
森
安
治
の
デ
ザ
イ
ン

図書館へ行こう
図書館職員

福森さつき
さん

おすすめの
本

秋
しゅう
谷
こく
の潔さに

感動 !

http://www.lib-kirishima.jp/

新

紹

介

刊

霧島市立図書館に
おいでください。

国分図書館／☎64-0918
隼人図書館／☎43-7574
溝辺図書室／☎58-3191
横川図書室／☎72-1596
牧園図書室／☎78-3349
霧島図書室／☎57-0316
福山図書室／☎56-2026

霧島市７か所の図書館（室）で
本が借りられます。

みんなの思いをロボットに
自分たちで製作する喜びを

鹿児島工業高等専門学校
メカトロニクス研究部

鹿
児
島
工
業
高
等
専
門
学
校
は
、

昭
和
38
年
４
月
に
設
立
し
、
来
年

は
創
立
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。
現

在
１
１
０
７
人
（
男
子
１
０
０
９

人
・
女
子
98
人
）が
学
ん
で
い
ま
す
。

同
校
で
は
５
年
一
貫
の
技
術
者
教

育
を
行
っ
て
お
り
、
機
械
工
学

科
、
電
気
電
子
工
学
科
、
電
子
制

御
工
学
科
、
情
報
工
学
科
、
都
市

環
境
デ
ザ
イ
ン
工
学
科
が
あ
り
ま

す
。
学
生
が
自
分
た
ち
で
ロ
ボ
ッ

ト
な
ど
を
製
作
・
操
作
し
実
践
に

基
づ
い
て
学
修
す
る
の
が
特
色
で

す
。
ま
た
、
平
成
12
年
４
月
に
は
、

本
科
５
年
課
程
の
上
に
２
年
課
程

の
専
攻
科
を
設
置
し
ま
し
た
。

ク
ラ
ブ
活
動
も
勉
強
の
一
つ

同
校
で
は
、
勉
強
と
ク
ラ
ブ
活

動
の
両
立
を
目
指
し
な
が
ら
日
々
、

励
ん
で
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
活
動
の

中
に
も
た
く
さ
ん
の
部
や
同
好
会

が
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
の
一
つ
「
メ
カ
ト
ロ
ニ

ク
ス
研
究
部
」
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
主
催

の
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場

す
る
た
め
に
平
成
11
年
に
発
足
し

た
部
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
製
作
を
１

年
生
か
ら
５
年
生
ま
で
の
約
70
人

で
行
い
ま
す
。
制
作
期
間
は
わ
ず

か
約
６
か
月
で
す
が
、
日
ご
ろ
の

勉
強
の
成
果
と
部
員
の
団
結
力
で
、

九
州
沖
縄
地
区
大
会
で
は
優
勝
や

準
優
勝
の
常
連
校
。
全
国
大
会
で

も
、
昨
年
度
は
念
願
の
初
優
勝
に

輝
き
、
今
年
度
も
ベ
ス
ト
８
と
素

晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
て
い
ま
す
。

赤
坂
裕
校
長
は
「
実
践
す
る
こ

と
で
理
解
が
深
ま
り
、
人
間
と
し

て
も
成
長
で
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
社
会
に
対

応
で
き
る
技
術
者
に
成
長
し
て
ほ

し
い
」
と
期
待
し
て
い
ま
し
た
。

平成22年度に全国優勝した部員とロボット「Ｒｏｓｅ Ｒｏａｄ」

子どものころテレビでロボットコンテストを見て、自分
も出てみたいと思っていたのでメカトロニクス研究部に
入りました。自分が部長を務め、出場した全国大会で
初優勝できて本当にうれしかったです。この学校の良さ
は、自分たちの意見を自由に発言できること。部でも学
年関係なくアイデアを出し合っています。そこに先輩達
から受け継いできた技術を融合して、日本一のロボット
を作ることができました。この学校で、そしてロボコンで
学んだことを社会人になっても生かしていきたいです。

◎
鹿
児
島
工
業
高
等
専
門
学
校
５
年

津
曲
亮
介
さ
ん

※今回で「学校へ行こう」のコーナーは終了します。
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「
ジ
オ
パ
ー
ク
発
掘
調
査
隊
」
は
、
霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
連
絡
協
議
会
に
加
盟
し
て
い
る
霧
島
市
、
曽
於
市
と
宮
崎
県

の
都
城
市
、
小
林
市
、
え
び
の
市
、
高
原
町
の
５
市
１
町
の
広
報
誌
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
を
目
指
し
て

霧
島
山
を
囲
む
鹿
児
島
、
宮
崎

両
県
の
５
市
１
町
の
首
長
や
民
間

団
体
で
構
成
さ
れ
て
い
る
、
霧
島

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
連
絡
協
議
会
臨

時
総
会
が
２
月
２
日
、
国
分
シ

ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
で
は
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に

認
定
さ
れ
て
い
る
霧
島
ジ
オ
パ
ー

ク
を
平
成
25
年
度
に
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
加

盟
申
請
を
目
指
し
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
協
議
し
ま
し
た
。

協
議
会
で
は
平
成
25
年
度
の
申

請
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
が
、
現

在
直
面
し
て
い
る
各
種
課
題
が
お

お
よ
そ
解
決
さ
れ
、
自
己
採
点
表

に
お
け
る
数
値
が
認
定
に
足
る
も

の
と
な
っ
た

場
合
に
申
請

す
る
と
し
て

い
ま
す
。
課

題
に
つ
い
て

は
拠
点
施

ジ
オ
パ
ー
ク

発
掘
調
査
隊

目指せ !世界ジオパーク認定

設
（
え
び
の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

セ
ン
タ
ー
）
の
整
備
や
専
門
員
の

配
置
、
ジ
オ
サ
イ
ト
看
板
の
設
置

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
世

界
ジ
オ
パ
ー
ク
申
請
を
す
る
た
め

に
各
５
つ
の
項
目
（
地
質
と
景
観
、

運
営
組
織
、
地
域
経
済
の
将
来
性

な
ど
）
に
お
け
る
自
己
採
点
が

50
％
を
超
え
な
け
れ
ば
申
請
で
き

ず
、
１
月
18
日
時
点
で
の
自
己
採

点
で
は
約
47
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
計
画
と
し
て
は
、
来
年

４
月
ご
ろ
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員

会
に
認
定
申
請
書
を
提
出
し
、
公

開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
日
本

ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
に
よ
る
現
地

審
査
が
行
わ
れ
、
９
月
ご
ろ
に
は

霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
を
推
薦
す
る
か

の
結
果
発
表
が
あ
る
予
定
で
す
。

※�

ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
特
別
に
重
要

で
貴
重
な
、
美
し
い
地
質
遺
産

を
複
数
含
む
一
種
の
自
然
公
園

の
こ
と
で
す
。
国
内
で
は
20
か

所
が
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
。

そ
の
う
ち
長
崎
県
の
島
原
半
島

や
北
海
道
の
洞
爺
湖
有
珠
山
な

ど
の
５
か
所
が
世
界
ジ
オ
パ
ー

ク
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎�

問
＝
霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
課

☎（
64
）０
８
３
６

EVENTS環 霧 情 報

写真後左上から＝本村トミ子さん（79）、
鈴木タミ子さん（86）、武元幸さん（76）、
坂元リツ子さん（84）、広瀬道子さん（84）、
田中トミ子さん（81）

〈材　料〉	�米３合、レンコン50ｇ、シイタケ３枚、キクラゲ３枚、タケノコ70ｇ、ニンジン70ｇ、
サヤエンドウ20ｇ、かまぼこ30ｇ、さつま揚げ30ｇ、卵３個

	 【合わせ酢】
	 �酢70cc、砂糖（大さじ３）、塩（小さじ１）、みりん（小さじ１）、しょうゆ（小さじ１）
〈作り方〉	 ①米を炊き終わった後、合わせ酢をかけ、切るように混ぜる。
	 ② �鍋に、細かく切ったレンコン・シイタケ・キクラゲ・タケノコ・ニンジン・かまぼこ・

さつま揚げに、砂糖・しょうゆ・みりんを入れ、煮る。
	 ③サヤエンドウは塩で茹でて細かく切る。
	 ④卵、砂糖、塩を混ぜフライパンに薄く流して弱火で焼き、細切りにする。
	 ⑤ �①に②を混ぜ地酒をふります。サヤエンドウと細切りにした卵を彩りよく飾る。

ピシレ

ひ
な
祭
り
な
ど
祝
い
事
の
料
理

と
し
て
、
春
を
彩
る
料
理
と
し
て

昔
作
ら
れ
て
い
た
「
さ
つ
ま
す
も

じ
」。
す
も
じ
と
は
、
ち
ら
し
ず

し
の
こ
と
で
酢
を
使
っ
た
酢
飯
に

さ
つ
ま
揚
げ
や
旬
の
食
材
な
ど
を

入
れ
ま
す
。
昔
の
鹿
児
島
の
す
し

に
は
、
さ
つ
ま
す
も
じ
と
、
酒
ず

し
の
２
種
類
が
あ
り
、
昔
の
さ
つ

ま
す
も
じ
は
庶
民
の
す
し
と
さ

れ
、
酒
ず
し
は
上
級
武
士
が
食
べ

る
豪
華
な
料
理
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

「
福
山
で
は
、
さ
つ
ま
す
も
じ

の
こ
と
を
『
混
ぜ
飯
』
と
も
言
っ

て
い
ま
す
。
昔
は
、
今
と
比
べ
て

食
材
が
少
な
く
ぜ
い
た
く
は
で
き

な
い
時
代
。
親
戚
が
帰
っ
て
き
た

と
き
や
、
お
祝
い
の
と
き
に
し
か

食
べ
ら
れ
な
い
本
当
の
ご
ち
そ
う

で
し
た
」
と
福
山
町
小
廻
地
区
に

住
む
武
元
幸
さ
ん
の
仲
良
し
６
人

組
み
メ
ン
バ
ー
の
昔
話
に
花
が
咲

き
ま
す
。

山
と
海
の
間
に
挟
ま
れ
て
い
る

自
然
豊
か
な
福
山
。
混
ぜ
飯
に
欠

か
せ
な
い
タ
ケ
ノ
コ
や
き
く
ら
げ

な
ど
の
食
材
は
自
分
た
ち
で
採
り

に
行
き
、
ま
た
家
で
飼
っ
て
い
る

ニ
ワ
ト
リ
の
卵
や
、
さ
ば
い
た
鶏

肉
を
入
れ
て
い
ま
し
た
。

祝い事の料理
「混ぜ飯」

ご飯に混ぜる具材

世界ジオパーク入りを目
指し協議する会員

霧 島山を囲む鹿児島、宮崎両県の 5市 2町でつくる環霧島
会議の観光専門部会が企画した環霧島周遊貸切列車モニ

ター運行が 2月 1日、行われました。これは新燃岳噴火による
風評被害などから霧島山周辺地域への観光客が減少する中、新
幹線全線開業効果を生かす新たな観光素材として、JR 日豊本
本線、吉都線、肥薩線を結ぶ霧島山周遊観光列車運行を目指す
取り組みです。同日には環霧島会議を構成する各市町の首長や
議長などが乗車。隼人駅を発着駅とし総延長距離は約 144㌔、
所要時間は約 4時間30分かけて１周しました。車内や停車駅
では各市町の特産品のＰＲを行い、霧島市内のおもてなし駅と
して、嘉例川駅では地元の嘉例川地区活性化委員会の皆さんや、
特産品の開発や駅のおもてなし活動を進めている国分中央高校
の生徒（海援隊）がお出迎えしました。
平成24年度は一般客を対象とした貸切臨時列車運行を 4回
運行する予定。ぜひ霧島山の魅力や各地でのおもてなしの旅を
楽しんではいかがでしょうか。

◎問＝観光課  ☎（64）0895

ぐるっと列車で霧島の旅
隼
人
町
嘉
例
川
駅
で
の
お
も
て
な
し

子
ど
も
た
ち
が
駅
で
お
見
送
り

「
母
が
作
っ
て
く
れ
る
混
ぜ
飯

は
本
当
に
お
い
し
く
、
食
卓
に
出

て
き
た
と
き
に
は
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。
そ
の
食
材
の
中
で
一
番
印

象
深
い
も
の
が
、
作
る
人
が
い
な

く
な
っ
た『
み
の
ば
い
で
こ
ん（
ダ

イ
コ
ン
の
漬
物
）』
で
独
特
な
香

り
と
歯
応
え
が
あ
り
、
彩
り
が
と

て
も
よ
か
っ
た
」
と
皆
さ
ん
声
を

揃
え
て
話
し
ま
す
。

仲
良
し
６
人
グ
ル
ー
プ
は
、
昔

か
ら
あ
る
福
山
の
特
産
品
の
黒
酢

を
、
混
ぜ
飯
に
多
め
に
入
れ
「
こ

れ
が
私
た
ち
の
元
気
の
源
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
」
と
ほ
ほ
笑
み

ま
す
。

卒
業
式
や
入
学
式
の
季
節
。
希

望
に
胸
が
膨
ら
む
子
ど
も
に
色
鮮

や
か
な
混
ぜ
飯
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
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霧
島
市
に
本
社
を
置
く
航
空
会
社
「
日
本

エ
ア
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
株
式
会
社
」（
以

下
＝
Ｊ
Ａ
Ｃ
）。
22
機
の
機
体
を
保
有
し
、
大

阪
や
福
岡
、
離
島
な
ど
と
鹿
児
島
を
結
び
、
鹿

児
島
空
港
発
着
数
は
全
体
の
半
数
を
占
め
ま
す
。

現
在
、
約
６
０
０
人
が
勤
務
し
、
私
た
ち
に
快

適
な
空
の
旅
を
提
供
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

旅
の
安
全
を
陰
で
支
え
て
い
る
の
が
１
２
９

人
の
航
空
整
備
士
の
皆
さ
ん
。
到
着
し
た
機
体

を
次
の
フ
ラ
イ
ト
ま
で
の
わ
ず
か
な
時
間
で
整

備
し
、
大
空
へ
と
送
り
出
し
て
く
れ
ま
す
。
清

水
勇
二
さ
ん
（
37
）
も
そ
の
一
人
。
元
大
リ
ー

ガ
ー
野
茂
英
雄
選
手
の
「
努
力
す
る
こ
と
で
夢

は
か
な
う
」
と
い
う
言
葉
に
共
感
し
、
座
右
の

銘
は
「
努
力
」
と
話
す
清
水
さ
ん
。
仕
事
中
は

い
つ
も
真
剣
な
表
情
で
、
飛
行
機
の
安
全
の
た

め
に
日
々
の
努
力
を
欠
か
さ
な
い
姿
は
、
ま
さ

に
仕
事
人
。

そ
ん
な
清
水
さ
ん
が
航
空
整
備
士
を
目
指
す

き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
の

体
験
で
し
た
。
父
に
連
れ
ら
れ
て
初
め
て
飛
行

機
に
乗
っ
た
と
き
、
興
奮
と
共
に
「
ど
う
し
て

空
を
飛
ぶ
ん
だ
ろ
う
」
と
い
う
大
き
な
好
奇
心

が
湧
き
ま
す
。
そ
の
思
い
は
日
に
日
に
増
し
て

い
き
、
小
学
校
の
文
集
に
は
「
将
来
の
夢
は
飛

行
機
の
整
備
士
」
と
記
し
ま
し
た
。
夢
を
か
な

え
る
た
め
に
高
校
卒
業
後
に
は
航
空
専
門
学
校

に
進
み
、
そ
の
後
Ｊ
Ａ
Ｃ
に
入
社
、
憧
れ
の
整

備
士
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
航
空
整
備
士
の
仕
事
は
予
想
以
上
に

厳
し
い
も
の
で
し
た
。
故
障
が
直
ら
な
い
と
き

に
は
、
徹
夜
で
作
業
す
る
こ
と
も
あ
り
、
整
備

士
が
い
な
い
離
島
の
空
港
で
故
障
が
あ
っ
た
ら

職
場
に
着
く
な
り
離
島
ま
で
飛
び
、
帰
れ
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
中
で
も
一
番
大
変
な
の
が

失
敗
へ
の
恐
怖
。
一
つ
の
ミ
ス
が
大
事
故
に
つ

な
が
る
整
備
士
の
仕
事
は
、
想
像
以
上
に
大
き

な
責
任
を
背
負
う
も
の
で
し
た
。
そ
ん
な
と
き

支
え
て
く
れ
た
の
が
周
り
の
仲
間
で
し
た
。

「
私
が
困
難
な
作
業
に
直
面
し
た
と
き
、
先

輩
や
周
り
の
仲
間
が
フ
ォ
ロ
ー
し
て
く
れ
ま
し

た
。
あ
の
と
き
私
は
一
人
で
は
な
い
と
感
じ
ま

し
た
。
苦
し
い
と
き
こ
そ
大
切
な
の
は
助
け
合

う
こ
と
。
私
は
整
備
士
に
な
っ
て
そ
の
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。
み
ん
な
で
整
備
し
た
機
体
が
大

空
へ
飛
ん
で
行
く
瞬
間
、
そ
れ
ま
で
の
苦
労
を

忘
れ
、
な
ん
と
も
言
え
な
い
喜
び
が
込
み
上
げ

て
き
ま
す
」

Ｊ
Ａ
Ｃ
の
整
備
士
た
ち
は
、
み
ん
な
で
助
け

合
う
こ
と
で
「
ミ
ス
を
し
て
は
い
け
な
い
」
と

い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
勝
ち
、
創
業
か
ら
29
年

間
無
事
故
を
続
け
て
い
ま
す
。

現
在
、
国
分
で
妻
と
２
人
の
子
ど
も
と
暮
ら

す
清
水
さ
ん
。
な
か
な
か
休
み
が
合
わ
ず
、
子

ど
も
た
ち
と
遊
べ
る
時
間
も
少
な
い
で
す
が
、

最
近
う
れ
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
小
学
３

年
生
の
長
男
が
「
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
な
り
た
い
」

と
言
っ
た
こ
と
で
す
。「
い
つ
か
私
が
整
備
し

た
飛
行
機
を
息
子
に
操
縦
し
て
も
ら
い
た
い
で

す
ね
」
と
一
瞬
見
せ
た
照
れ
く
さ
そ
う
な
笑
顔

は
、
取
材
中
、
仕
事
人
が
初
め
て
見
せ
た
笑
顔

で
し
た
。

離
陸
す
る
と
き
、
飛
行
機
に
笑
顔
で
手
を
振

る
整
備
士
の
皆
さ
ん
の
姿
が
見
え
ま
す
。
油
ま

み
れ
に
な
り
な
が
ら
、
ど
こ
か
達
成
感
に
満
ち

た
あ
の
表
情
は
「
安
心
の
証
」。
思
わ
ず
「
あ

り
が
と
う
」
と
手
を
振
っ
て
し
ま
い
た
く
な
り

ま
す
。

普
段
、
何
気
な
く
見
て
い
る
飛
行
機
。
そ
こ

に
は
た
く
さ
ん
の
思
い
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
思
い
を
乗
せ
て
飛
び
立
つ
姿
を
見
て
い
た

ら
、
な
ん
だ
か
空
の
旅
が
し
た
く
な
り
ま
し
た
。

THE SCENE

霧島に生きる

清水勇二さん（37）
福岡県出身、国分在住。高校
卒業後、中日本航空専門学校
で学び国家資格３等航空整備
士のライセンスを取得。卒業
後ＪＡＣに入社し、１等航空整
備士のライセンスを取得。現
在はＪＡＣの主用機「Ｑ４００」
と「サーブ」の整備を担当。 さまざまな部品が使われている飛行機の

整備には、たくさんの工具が使われる
整備マニュアルは全て英語表記。航
空整備士にとって英語は必要不可欠

作
業
中
の
表
情
は
真
剣
そ
の
も
の
。

安
全
を
守
る
た
め
に
、
一
つ
一
つ
念

入
り
に
作
業
す
る
清
水
さ
ん

安心の翼を支える航空整備士

Profile
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きずな

感
じ
ら
れ
な
い
中
で
、
日
本
人
は

「
幸
せ
」
と
は
何
か
を
見
つ
け
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　

シ
リ
ー
ズ
の
第
１
回
目
は
「
人

は
支
え
あ
い
な
が
ら
生
き
て
い

る
」
と
題
し
て
、
大
勢
の
協
力
で

福
島
県
へ
支
援
物
資
を
運
ぶ
溝
辺

た
福
島
市
の
中
村
勉
さ
ん
（
60
）

は
「
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
絆

に
、
感
謝
と
い
う
言
葉
で
霧
島
の

皆
さ
ん
に
お
返
し
し
た
い
」

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
の
事
務
局

長
だ
っ
た
霧
島
の
溜

た
ま
り

孝こ
う

美み

さ
ん

（
37
）
は
「
私
の
絆
は
あ
り
が
と
う
。

皆
さ
ん
に
あ
り
が
と
う
と
言
い
た

い
。
一
人
で
は
何
も
で
き
な
か
っ

た
。
本
当
に
感
謝
で
す
」

　

子
ど
も
た
ち
と
ピ
ザ
を
作
っ
た

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
霧
島
食
育
研
究
会
」

の
谷
山
康
子
さ
ん
（
54
）
は
「
福

島
の
子
た
ち
に
み
ん
な
で
作
っ
た

チ
ョ
コ
を
送
っ
た
ら
、
お
礼
の
手

紙
が
き
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
の

絆
は
あ
た
た
か
な
気
持
ち
で
す
」

　

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
の
参
加
者
で

浪
江
町
出
身
の
小
学
６
年
生
、
志

賀
稚わ

か

菜な

さ
ん
（
12
）
は
「
協
力
す

る
こ
と
が
大
切
。
私
の
絆
は
男
子

も
女
子
も
み
ん
な
仲
良
く
、
優
し

く
す
る
こ
と
で
す
」

幸
せ
の
か
た
ち

　

霧
島
市
市
民
活
動
促
進
委
員
会

委
員
長
で
も
あ
る
志
學
館
大
学
教

授
で
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
長
の
岩

橋
恵
子
さ
ん
に「
地
域
の
あ
り
方
」

に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

「
震
災
後
、
人
々
は
経
済
成
長

シリーズ絆 最終回

を
中
心
と
し
た
社
会
の
あ
り
方
に

疑
問
を
感
じ
、
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
を
持
つ
こ
と
こ
そ
が
幸
せ
な

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
が
「
絆
」
で
す
。
私
が
震

災
後
に
行
っ
た
岩
手
県
大
船
渡
市

の
一
部
の
仮
設
住
宅
で
は
、
当
た

り
前
の
よ
う
に
み
ん
な
が
集
え
る

場
所
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、

困
難
な
中
で
も
協
力
し
合
い
前
向

き
に
物
事
に
取
り
組
ま
れ
る
人
々

の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
地
区

の
住
民
は
、
震
災
前
か
ら
公
民
館

を
中
心
と
し
た
地
域
活
動
が
活
発

だ
っ
た
の
で
す
。
人
々
が
日
常
的

に
公
民
館
に
集
い
、
語
り
合
っ
た

り
、
趣
味
な
ど
を
楽
し
ん
だ
り
、

学
び
あ
っ
て
い
た
こ
と
が
今
回
の

震
災
で
力
を
発
揮
し
た
の
で
す
」

　

さ
ら
に
、
地
域
の
自
立
を
訴
え

ま
す
。

幸
せ
へ
の
一
歩
は

人
と
つ
な
が
る
こ
と

「
こ
れ
ま
で
日
本
は
、
経
済
性
・

効
率
性
を
重
視
し
、
多
く
の
こ
と

を
一
極
に
集
中
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
実
は
集
中
さ
せ
る
こ
と

は
非
効
率
的
で
リ
ス
ク
の
高
い
も

の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
原
発

事
故
で
わ
か
っ
た
の
で
す
。
リ
ス

ク
軽
減
の
た
め
に
は
地
域
に
分
散

し
、
地
域
が
自
立
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
地

域
に
あ
る
資
源
・
遺
産
を
生
か
し

て
い
く
知
恵
を
持
た
な
く
て
は
な

ら
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
は
、

住
民
が
お
互
い
に
学
び
合
い
、
主

体
的
に
地
域
に
参
加
し
て
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
一
つ

の
地
域
だ
け
で
は
ど
う
し
よ
う
も

な
い
こ
と
は
多
い
で
す
よ
ね
。
そ

の
と
き
は
お
互
い
に
協
力
し
あ
う

他
の
地
域
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

つ
ま
り
絆
を
結
ぶ
必
要
が
あ
る
の

で
す
」

シ
リ
ー
ズ
を
振
り
返
っ
て
み

る
と
自
治
会
な
ど
は
人
と
人
、
地

域
と
地
域
を
つ
な
ぐ
大
切
な
存
在

で
し
た
。
そ
の
「
絆
」
が
結
ば
れ

る
時
、
私
た
ち
は
幸
せ
へ
と
向
か

っ
て
い
く
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

あ
な
た
は
ど
ん
な
絆
を
結
ん

で
い
き
ま
す
か
。

「絆」の意味は断ち難い人と人との結びつき。
広報誌では「絆」をテーマに、消防団、自治会、
伝統芸能、骨髄バンク、子どもたちを支える
地域、ボランティア活動などシリーズで考え
てきました。
「絆」シリーズは今月号で最後になります。

平
成
23
年
３
月
11
日
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波
。
原
子
力
発
電
所
の
事
故
。

多
く
の
人
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。

互
い
に
助
け
合
わ
な
け
れ
ば
乗
り
越
え
る
こ
と
が
困
難
だ
っ
た
こ
の
１
年
。

私
た
ち
日
本
人
は
今
、
本
当
の
幸
せ
を
探
し
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
死
者
、

行
方
不
明
者
約
１
万
９
０
０
０
人
。

震
災
直
後
、
被
災
地
に
対
し
て
全

国
か
ら
多
く
の
支
援
が
寄
せ
ら
れ
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
、

互
い
に
助
け
合
お
う
と
い
う
思
い

が
日
本
中
を
包
み
込
み
ま
し
た
。

広
報
誌
で
は
こ
の
一
年
「
絆
」

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
共
に
生
き
、

共
に
働
き
、
共
に
助
け
あ
う
「
共

生
・
協
働
・
共
助
」
の
大
切
さ
を

シ
リ
ー
ズ
で
考
え
て
き
ま
し
た
。

　

シ
リ
ー
ズ
で
は
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ん
に
登
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
、
県
広
報
コ
ン
ク

ー
ル
で
６
年
連
続
と
な
る
特
選
に

輝
い
た
特
集
「
絆
が
生
ん
だ
明
日

へ
の
希
望
」
を
掲
載
し
た
９
月
号

に
は
、
市
民
か
ら
「
被
災
地
が
１

日
も
早
く
復
興
さ
れ
る
こ
と
を
祈

っ
て
い
ま
す
」
な
ど
多
く
の
声
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
終
回
で
は
震
災
の
支
援
に
関

わ
っ
た
皆
さ
ん
に
、「
絆
」
に
つ

い
て
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
絆
」そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

　

震
災
直
後
か
ら
国
民
の
間
で
多

く
使
わ
れ
た
言
葉
。
そ
れ
が「
絆
」

で
し
た
。
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

の
大
切
さ
、
経
済
的
な
豊
か
さ
を

志
學
館
大
学
教
授

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長

岩
橋
恵
子
さ
ん（
59
）

町
の
山
口
紀の

り
ふ
み史
さ
ん
（
44
）
ら
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

山
口
さ
ん
は
４
回
、
支
援
物
資

を
運
ぶ
中
で
「
幸
せ
と
は
何
だ
ろ

う
」
と
考
え
ま
し
た
。「
家
族
と

一
緒
に
食
事
が
で
き
る
。
離
れ
た

子
ど
も
か
ら
電
話
が
く
る
。
そ
ん

な
日
常
を
幸
せ
に
感
じ
ま
す
」

　

支
援
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
福

島
県
小
野
町
の
友
人
、
草
野
考
一

さ
ん
（
48
）
は
「
絆
と
は
友
情
。

彼
を
通
じ
て
姶
良
お
や
じ
の
会
や

さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
友
情
が
私
た

ち
を
勇
気
づ
け
て
く
れ
ま
し
た
」

　

９
月
号
で
は
「
絆
が
生
ん
だ
明

日
へ
の
希
望
」
と
題
し
て
、
福
島

県
人
会
の
「
う
つ
く
し
ま
福
島
の

会
」
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
か
ら
い
も

交
流
」
が
実
施
し
た
福
島
県
か
ら

の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
歌
手
長
渕
剛

さ
ん
の
福
島
っ
子
サ
マ
ー
キ
ャ
ン

プ
in
霧
島
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

う
つ
く
し
ま
福
島
の
会
会
長
の
諏

訪
園
厚
子
さ
ん
（
58
）
は
「
絆
は

一
方
通
行
で
は
な
く
双
方
向
で
な

い
と
生
ま
れ
ま
せ
ん
。
互
い
に
必

要
だ
と
声
を
出
し
、
行
動
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
」

　

子
ど
も
を
預
か
っ
た
国
分
松
木

の
松
田
眞
一
さ
ん
（
47
）
は
「
自

分
に
で
き
る
こ
と
を
し
た
だ
け
、

い
つ
で
も
受
け
入
れ
ま
す
」
と
福

島
へ
の
気
持
ち
は
続
い
て
い
ま
す
。

孫
を
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
出
し

山口紀史さんが支援物資を運んだ幼稚園から届いたお礼状

うつくしま福島の会
今年の夏、7月～ 8月（夏休み期間中）
にホームステイを実施する予定です。
◎ ＝事務局（ホテルセントラルイン国分）
　　　☎（47）５５８８

山口紀史さん
4月15日積み込み、16日出発で福島
へ向け支援物資を届けます。
◎ ＝山口農園機工  ☎（59）３０３４
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い
つ
や
む
か
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
津
波
の
心

配
は
な
い
と
の
答
え
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

鹿
児
島
市
と
の
電
話
は
不
通
で
、
国
分
停

車
場
（
現
・
隼
人
駅
）
と
、
浜
之
市
、
福
山

方
面
、
都
城
方
面
と
し
か
通
信
で
き
な
く
な

っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

翌
日
も
爆
発
は
続
き
、
空
は
煙
に
覆
わ
れ

た
た
め
、
荷
物
を
持
つ
人
、
馬
に
背
負
わ
す

人
が
続
々
と
増
え
、
避
難
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
根
拠
と
な
る
情
報
が
あ
る
の
か
、
そ
れ

と
も
人
々
の
恐
怖
心
か
ら
デ
マ
が
飛
び
交
っ

て
い
る
の
か
、
と
日
記
に
綴
ら
れ
て
お
り
、

こ
の
人
は
再
び
警
察
署
を
尋
ね
、
確
か
な
情

報
が
あ
る
の
か
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
む
や
み

に
騒
ぐ
必
要
は
な
い
と
言
わ
れ
た
の
で
家
族

の
避
難
は
と
ど
め
た
と
書
い
て
い
ま
す
。

情
報
量
や
交
通
手
段
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
面

で
九
十
八
年
前
と
は
大
き
く
状
況
が
異
な
り

ま
す
が
、
史
料
や
遺
跡
か
ら
災
害
の
歴
史
を

読
み
取
る
こ
と
で
、
今
後
、
非
常
事
態
に
備

え
ど
の
よ
う
な
対
応
を
取
る
べ
き
か
見
え
て

く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

文
責
＝
坂

昨
年
の
三
月
十
一
日
、
東
日
本
大
震
災
が

発
生
し
ま
し
た
。
多
く
の
死
者
・
行
方
不
明

者
を
出
し
、
ま
だ
苦
し
ん
で
い
る
方
も
た
く

さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
自
然
の
恵
み
に

感
謝
し
つ
つ
、
そ
の
力
に
は
敵
わ
な
い
こ
と

を
実
感
し
ま
し
た
。

霧
島
山
も
新
燃
岳
の
大
き
な
噴
火
で
い
つ

災
害
が
起
き
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
し
、
桜
島

桜
島
大
正
大
噴
火
の
記
録

ク
状
に
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
形
状
は

ま
ち
ま
ち
で
す
。
こ
れ
は
大
正
三
（
一
九
一

四
）
年
に
桜
島
が
大
噴
火
し
た
と
き
の
灰
で

す
。
こ
の
大
噴
火
で
死
者
・
行
方
不
明
者
は

五
十
八
人
、
全
倒
・
全
焼
家
屋
は
二
千
を
超

え
ま
す
。
大
噴
火
の
前
年
に
は
霧
島
山
麓
の

群
発
地
震
、
伊
集
院
付
近
の
地
震
、
霧
島
山

噴
火
、
鹿
児
島
付
近
の
地
震
、
錦
江
湾
の
海

水
温
上
昇
な
ど
が
発
生
し
て
お
り
、
数
日
前

に
は
井
戸
の
水
位
変
化
、
徐
々
に
強
ま
る
有

感
地
震
な
ど
が
あ
り
、
当
日
に
は
白
煙
が
立

ち
上
り
、
大
噴
火
が
発
生
し
ま
し
た
。

国
分
郷
土
誌
の
資
料
編
に
は
『
桜
島
爆
発

日
誌
』
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
は

一
月
十
二
日
の
午
前
十
時
ご
ろ
に
大
き
く
爆

発
し
て
、
人
々
が
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
た

の
か
、
三
月
四
日
ま
で
の
国
分
の
様
子
が
克

明
に
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。　

午
後
三
時
半
ご
ろ
、
警
察
署
で
桜
島
の
様

子
を
確
認
す
る
と
、
鹿
児
島
市
内
に
は
噴
石

が
落
下
し
、
県
庁
か
ら
避
難
命
令
が
出
て
い

る
こ
と
、
鹿
屋
・
志
布
志
な
ど
桜
島
か
ら
東

方
に
あ
る
地
域
は
雪
の
よ
う
に
灰
が
降
っ
て

い
る
こ
と
、
重
富
・
加
治
木
・
浜
之
市
な
ど

桜
島
北
方
沿
岸
に
は
桜
島
か
ら
の
避
難
民
が

群
れ
を
な
し
て
い
る
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

午
後
七
時
ご
ろ
、
津
波
と
大
地
震
の
襲
来

を
恐
れ
て
荷
物
を
運
ぶ
人
が
多
か
っ
た
よ
う

で
す
。
不
安
を
感
じ
て
い
る
人
が
多
く
、
日

記
を
書
い
た
人
は
午
後
九
時
半
に
灰
ま
み
れ

に
な
り
な
が
ら
警
察
署
に
向
か
い
、
爆
発
は

の
最
近
の
噴
火
回
数
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で

す
。
錦
江
湾
に
浮
か
ぶ
桜
島
の
姿
は
雄
大
で

鹿
児
島
県
民
の
誇
り
で
す
が
、
噴
火
や
爆
発

に
よ
る
被
害
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

市
街
地
や
台
地
上
で
発
掘
調
査
を
す
る

と
、
深
さ
約
三
十
セ
ン
チ
あ
た
り
か
ら
比
較

的
白
色
に
近
い
灰
色
の
火
山
灰
が
出
て
き
ま

す
。
層
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
や
、
ブ
ロ
ッ

鹿児島市から写したと思われる写真
（国分郷土館にて展示中）

隼人港の東角にある記念碑

「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
と
い

う
言
葉
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
内
臓
脂
肪

型
肥
満
に
加
え
て
高
血
糖
、
高
血
圧
、
脂
質

異
常
の
う
ち
い
ず
れ
か
2
つ
以
上
を
あ
わ
せ

持
っ
た
状
態
を
示
し
ま
す
。「
内
臓
脂
肪
症

候
群
」
と
も
言
わ
れ
る
た
め
、
お
腹
が
出
っ

張
っ
て
い
て
不
健
康
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て

い
る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

次
の
項
目
は
「
内
臓
脂
肪
が
た
ま
り
や
す

い
10
カ
条
」
で
す
。
皆
さ
ん
は
何
個
あ
て
は

ま
り
ま
す
か
。

・
満
足
す
る
ま
で
食
べ
る

・
甘
い
飲
み
物
を
よ
く
飲
む

・�

炭
水
化
物
の
重
ね
食
い
を
し
て
い
る
（
ご

飯
と
麺
類
な
ど
）

・
野
菜
が
不
足
し
て
い
る

・
間
食
を
よ
く
す
る

・
夕
食
の
時
間
が
遅
く
て
、
量
が
多
い

・
お
酒
を
よ
く
飲
む
、
休
肝
日
が
な
い

・
睡
眠
不
足
気
味
で
あ
る

・
運
動
不
足
で
あ
る

・
た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
る

あ
て
は
ま
る
数
が
多
い
ほ
ど
、
内
臓
脂
肪

が
た
ま
り
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

内
臓
脂
肪
は
つ
き
や
す
く
落
ち
に
く
い
性

質
が
あ
り
ま
す
。
以
前
は
余
っ
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
「
臨
時
貯
蔵
庫
」
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
最
近
こ
の
内
臓
脂
肪
か
ら
糖
尿

病
や
高
血
圧
を
は
じ
め
と
す
る
恐
ろ
し
い
生

活
習
慣
病
を
引
き
起
こ
す
さ
ま
ざ
ま
な
物
質

が
放
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま

し
た
。

内
臓
脂
肪
型
肥
満
を
ベ
ー
ス
に
①
高
血
糖

②
高
血
圧
③
脂
質
異
常
が
複
数
重
な
る
こ
と

に
よ
っ
て
動
脈
硬
化
を
引
き
起
こ
し
、
心
臓

病
や
脳
卒
中
と
い
っ
た
命
に
か
か
わ
る
病
気

の
危
険
性
が
急
激
に
高
ま
り
ま
す
。
①
か
ら

③
の
危
険
因
子
の
数
が
多
く
な
る
ほ
ど
危
険

度
は
高
ま
り
ま
す
。例
え
ば
心
臓
病
の
場
合
、

危
険
因
子
が
な
い
人
の
危
険
度
を
１
と
す
る

と
、
危
険
因
子
を
１
つ
持
っ
て
い
る
場
合
は

５
・
１
倍
、
２
つ
持
っ
て
い
る
場
合
は
５
・
８

倍
、
３
～
４
個
持
っ
て
い
る
場
合
で
は
危
険

度
は
急
激
に
増
し
て
35
・
８
倍
に
も
な
り
ま

す
。

必
ず
受
け
よ
う

特
定
健
康
診
査

平
成
20
年
度
か
ら
40
歳
以
上
の
医
療
保
険

加
入
者
を
対
象
に
「
特
定
健
康
診
査
」
が
保

険
者
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予

健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

防
も
一
つ
の
目
的
で
す
が
、
健
康
に
意
識
を

持
つ
こ
と
で
、
将
来
い
っ
そ
う
健
康
に
過
ご

せ
る
よ
う
に
必
要
に
応
じ
て
治
療
を
早
期
に

開
始
で
き
る
と
い
う
目
的
が
あ
り
ま
す
。

市
で
は
40
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
加
入

者
を
対
象
に
特
定
健
康
診
査
を
５
月
か
ら
８

月
に
実
施
し
ま
す
。
社
会
保
険
な
ど
に
加
入

さ
れ
て
い
る
方
は
、
加
入
し
て
い
る
保
険
者

に
実
施
機
関
な
ど
を
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
分
自
身
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
か
ね
て
、

年
に
１
回
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

◎�

問
＝
す
こ
や
か
保
健
セ
ン
タ
ー
☎（
42
）

１
１
７
８

すこやか保健センター

福元  美紀子

特定健康診査

やさしい健康講座
H E A L T H Y  L E C T U R E
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i
n

f
o

r
m

a
t

i
o

n

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
ラ
ン
デ
ブ
ー

ポ
イ
ン
ト
の（
離
着
陸
場
）

お
知
ら
せ

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
運
航
開
始
し

て
か
ら
約
２
か
月
が
経
ち
ま
す
。

当
管
内
で
は
１
月
現
在
、
７
件
の

ヘ
リ
要
請
を
し
て
５
件
の
ヘ
リ
搬

送
が
あ
り
ま
し
た
。
市
で
は
、
１

月
31
日
現
在
ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
26
か
所
あ
り
、
今
後
調

査
し
追
加
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

な
お
緊
急
の
場
合
は
空
き
地
や

道
路
に
着
陸
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
は
、

ヘ
リ
の
離
着
陸
場
の
こ
と
で
、
ヘ

リ
が
離
着
陸
す
る
に
は
安
全
確
保

の
た
め
救
急
車
の
ほ
か
に
消
防
自

動
車
に
よ
る
警
戒
、
散
水
活
動
な

ど
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

ヘ
リ
の
離
着
陸
時
に
は
強
い
風

が
吹
き
下
ろ
し
、
近
く
に
い
る
と

大
変
危
険
で
す
の
で
案
内
が
あ
っ

た
場
合
は
す
ぐ
に
避
難
し
て
く
だ

さ
い
。
命
を
救
う
た
め
に
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

◎�
問
＝
消
防
局
警
防
課
救
急
救
助

係
☎（
64
）０
１
１
９

休
日
納
税
相
談
窓
口
を

開
設
し
ま
す

事
情
に
よ
り
市
税
な
ど
を
納
期

内
に
納
付
す
る
こ
と
が
難
し
く
、

平
日
に
来
庁
で
き
な
い
方
の
た
め

に
休
日
納
税
相
談
窓
口
を
開
設
し

ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

⃝
�

期
日
＝
４
月
８
日
（
日
）、
5

月
13
日
（
日
）、
６
月
10
日

（
日
）、
７
月
８
日
（
日
）、
８

月
12
日
（
日
）、
９
月
９
日

（
日
）、
10
月
14
日
（
日
）、
11

月
11
日
（
日
）、
12
月
９
日

（
日
）、
1
月
13
日
（
日
）、
2

月
10
日
（
日
）、3
月
10
日
（
日
）

※�

原
則
毎
月
第
２
日
曜
日
の
午
前

中
の
み
で
す
。

⃝

時
間
＝
午
前
９
時
～
正
午

⃝
�

場
所
＝
収
納
課
（
国
分
庁
舎
１

階
９
番
窓
口
）

※�

納
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付
さ
れ

な
い
ま
ま
放
置
す
る
と
、
法
律

に
基
づ
い
て
、
財
産
調
査
、
財

産
差
押
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
り
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◎�

問
＝
収
納
課
☎（
64
）０
８
９
２

H ealth ◎健康情報

引
っ
越
し
シ
ー
ズ
ン
の

窓
口
を
延
長

３
月
末
か
ら
４
月
の
初
め
は
、

引
っ
越
し
に
関
す
る
手
続
き
な
ど

の
た
め
、
窓
口
が
大
変
混
み
合
い

ま
す
の
で
市
で
は
、
３
月
24
日

（
土
）
か
ら
４
月
５
日
（
木
）
ま

で
の
間
、
国
分
庁
舎
と
水
道
部
庁

舎
（
隼
人
）
に
お
い
て
窓
口
の
受

付
時
間
を
延
長
し
ま
す
。

⃝

平
日
＝
午
後
５
時
～
７
時

⃝
�

土
日
＝
午
前
８
時
15
分
～
午
後

５
時

特
に
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
の
は
、

自
殺
対
策
に
つ
い
て

考
え
ま
し
ょ
う

全
国
的
に
１
年
間
の
中
で
最
も

自
殺
者
数
が
増
加
す
る
月
が
３
月

で
す
。
国
で
は
３
月
を
自
殺
対
策

強
化
月
間
と
定
め
て
い
ま
す
。

本
市
の
自
殺
者
数
は
、
平
成
18

年
の
52
人
を
ピ
ー
ク
に
、
平
成
19

年
に
37
人
、
平
成
20
年
に
31
人
、

平
成
21
年
に
25
人
と
年
々
減
少
傾

向
に
あ
り
、
県
や
全
国
と
比
較
し

て
も
、平
均
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
25
人
も
の
方
が
自
殺
で

亡
く
な
ら
れ
て
い
る
と
い
う
現
実

ど
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

■
自
殺
の
予
防

自
殺
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が

複
雑
に
関
係
し
た
「
追
い
込
ま
れ

た
末
の
死
」
で
す
が
、
そ
の
多
く

は
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
殺

を
個
人
的
な
問
題
と
し
て
捉
え
る

の
で
は
な
く
「
自
殺
す
る
個
人
を

取
り
巻
く
環
境
に
関
わ
る
問
題
」

と
し
て
捉
え
、
社
会
全
体
で
総
合

的
な
対
策
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。本

市
で
は
毎
年
、
自
殺
対
策
の

た
め
に
、
自
殺
対
策
検
討
委
員
会

午
前
10
時
ご
ろ
か
ら
午
後
３
時
ご

ろ
や
月
初
め
、
月
曜
・
金
曜
な
ど

の
休
日
前
後
で
、
期
間
中
の
平
日

午
後
５
時
以
降
や
土
日
に
来
て
い

た
だ
け
れ
ば
、
比
較
的
ス
ム
ー
ズ

に
お
手
続
き
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
た
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
「
コ
ア
・
よ
か
」
で
は
住
民

票
や
印
鑑
証
明
な
ど
の
証
明
発
行

を
毎
日
、
午
前
10
時
か
ら
午
後
７

時
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。

自
動
交
付
機
の
稼
動
停
止

お
よ
び
廃
止
に
つ
い
て

市
役
所
国
分
庁
舎
と
牧
園
総
合

支
所
、
牧
園
高
千
穂
地
区
公
民
館

に
住
民
票
、
印
鑑
証
明
書
、
所
得

証
明
書
、
所
得
課
税
証
明
書
、
納

税
証
明
書
の
交
付
を
す
る
自
動
交

付
機
を
設
置
し
て
い
ま
す
が
、
設

備
機
器
の
入
れ
替
え
作
業
の
た
め
、

国
分
庁
舎
と
牧
園
総
合
支
所
の
自

動
交
付
機
を
３
月
31
日
と
４
月
１

日
の
２
日
間
、
稼
動
を
停
止
し
ま

す
。ま

た
、
牧
園
高
千
穂
地
区
公
民

館
に
設
置
し
て
あ
る
自
動
交
付
機

は
、
３
月
30
日
で
取
り
扱
い
を
終

了
し
ま
す
。

◎�

問
＝
市
民
課
☎（
64
）０
９
０
１

も
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

■
自
殺
の
原
因

自
殺
の
原
因
は
複
雑
で
、
そ
の

背
景
に
は
、
こ
こ
ろ
や
身
体
の
健

康
問
題
、
経
済
・
生
活
問
題
、
家

庭
問
題
の
ほ
か
、
人
生
観
・
価
値

観
や
地
域
・
職
場
環
境
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
社
会
的
要
因
が
関
係
し

て
い
ま
す
。

本
市
で
も
、
平
成
20
年
の
自
殺

者
数
の
約
３
分
の
１
は
健
康
問
題

や
経
済
・
生
活
問
題
が
原
因
と

な
っ
て
お
り
、
そ
の
ほ
か
に
家
庭

問
題
、
勤
務
問
題
、
学
校
問
題
な

や
関
係
者
向
け
の
研
修
会
な
ど
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
年

度
は
、
市
民
健
康
講
座
と
し
て
自

殺
対
策
講
演
会
を
11
月
19
日
に
開

催
し
ま
し
た
。

あ
な
た
の
大
切
な
人
の
様
子
が

い
つ
も
と
違
う
と
き
、「
ど
う
し

た
の
、
辛
そ
う
だ
け
ど
…
」「
眠

れ
て
る
」
な
ど
一
言
声
を
か
け
て

く
だ
さ
い
。私
た
ち
一
人
一
人
が
、

自
分
の
周
り
に
い
る
か
も
し
れ
な

い
、
自
殺
を
考
え
て
い
る
人
の
存

在
に
気
付
き
、
関
係
機
関
や
専
門

家
に
つ
な
ぎ
、
見
守
っ
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

シ
ン
ナ
ー
・
接
着
剤
等

乱
用
防
止
強
化
月
間

３
月
11
日
か
ら
４
月
10
日
ま
で

シ
ン
ナ
ー
・
接
着
剤
等
乱
用
防
止

強
化
月
間
で
す
。
シ
ン
ナ
ー
・
接

着
剤
な
ど
の
乱
用
者
は
、
身
体
や

精
神
を
む
し
ば
ま
れ
、
凶
悪
事
件

を
引
き
起
こ
す
な
ど
社
会
に
与
え

る
影
響
も
極
め
て
大
き
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
家
庭
、
学
校
、
地
域

で
シ
ン
ナ
ー
な
ど
の
薬
物
乱
用
防

止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◎�

問
＝
健
康
増
進
課
☎（
64
）０
９

０
５

C ivic service ◎市民サービス

◎時間延長を行う担当課の業務

◎ドクターヘリランデブーポイント

※１.�赤字（下線）で表示してある業務は、「コア・よか」でも取り扱っ
ています。 「コア・よか」問＝☎（46）1337

　２.�暗証番号を登録した「霧島市民カード」をお持ちの方は、自動
交付機でも、毎日、午前 8時から午後 8時まで住民票、印鑑証明、
一部の税証明を取ることができます。どうぞご利用ください。

区　　分 取り扱う業務内容

国
　
分
　
庁
　
舎

市　民　課

住民異動届の受付、住民票の交付、印鑑証明の
交付、印鑑登録、戸籍謄抄本の交付※1、戸籍届
書の受付
※�市民サービスセンターでの戸籍謄抄本の交付は､
現在戸籍に限ります。

保険年金課
国民健康保険の届出・受付および被保険者証の
発行、国民年金および後期高齢者医療関係の届
出・受付など

収　納　課
納税相談、納税証明（市県民税、軽自動車税〔車
検用〕）※1 の発行

税　務　課
法人市民税の申告、市県民税（所得証明、課税
証明、所得・課税証明〔個人・世帯〕）※1、営業証明、
所在証明などの各証明の発行

長寿・障害
福　祉　課 介護保険および障害福祉関係の各種申請・受付

児童福祉課 子ども手当、乳幼児医療費助成、出生祝い金な
どの申請・受付、保育所入園申込みなど

生活福祉課 生活保護の申請・受付

水
道

水　道　部
管　理　課

水道使用の開始・精算の受付 ☎（42）3500
場所：�霧島市隼人町内341番地（旧隼人町水道課）

E mergency ◎救急救助T ax ◎税務情報

国分地区

霧島市消防局
陸上自衛隊国分駐屯地
国分中学校
国分南中学校

溝辺地区

溝辺運動場駐車場
陵南小学校
陵南中学校
溝辺小学校
溝辺中学校
竹子小学校

横川地区
横川運動場
安良小学校
横川中学校

牧園地区

消防局北消防署
みやまの森運動公園
牧園中学校
九州電力大霧発電所

霧島地区 霧島運動場

隼人地区

消防局隼人分遣所
隼人運動場
日当山中学校
隼人中学校
隼人工業高校

福山地区
牧之原運動場
福山運動場
福山高等学校

ドクターヘリ

期　　日 場 所 期　　日 場 所

平
成
24
年

4月12日（木） 隼
人
庁
舎
3
階
第
3
会
議
室

（
霧
島
市
隼
人
町
内
山
田
一
丁
目
11
－
11)

平
成
24
年

4月19日、26日（木） 国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
公
民
館
３
階
小
会
議
室

5月10日（木） 5月17日、24日（木）

6月14日（木） 6月21日、28日（木）

7月12日（木） 7月19日、26日（木）

8月 9日（木） 8月16日、23日（木）

9月13日（木） 9月20日、27日（木）

10月11日（木） 10月18日、25日（木）

11月 8日（木） 11月15日、22日（木）

12月 6日（木） 12月13日、20日（木）

平
成
25
年

1月10日（木） 平
成
25
年

1月17日、24日（木）

2月14日（木） 2月21日、28日（木）

3月14日（木） 3月21日、28日（木）

霧島市法律相談センター
市ではトラブルや悩みを抱えている方のため
に法律相談センターの設置を予定しています。
弁護士が無料で相談に応じます。
⃝�対象＝市民（法人は対象外）
⃝�相談時間＝午後１時～４時／１人当たり30分
程度
⃝�相談内容＝相続、遺言、交通事故、そのほかの
法律相談
⃝�申込方法＝相談月の１日（土日、祝日は翌日、
１月は７日）から電話で事前予約。先着順６人
（午前９時～午後５時）
※�内容によっては、相談を受け付けられない場合
もあります。

� ・問＝鹿児島県弁護士会  ☎ 099（226）3765
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市からのお知らせや
募集などの
情報をお届けします。

詳細な情報は掲載されている問い合わせ先に、ご連絡ください。

K i r i s h i m a  I n f o r m a t i o n

※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先

⃝�日時＝３月21日（水）～23日（金）午前９時～午後５時
※最終日は午後４時まで
⃝�場所＝国分シビックセンター１階エントランスホール

＝国分書道同好会【中村】☎（45）7130

第９回「隼工展」開催
隼人工業高等学校の各学科の実習や課題研究で製作

した作品や部活動で製作した作品などを展示します。
⃝�日時＝３月17日（土）～23日（金）午前10時～午後４時
※23日は午前中のみ
⃝�場所＝イオン隼人国分店２階イオンホール

＝隼人工業高等学校 ☎（42）0023

募　集
姉妹都市（海津市）交流事業参加者募集

⃝�期日＝４月24日（火）～26日（木）２泊３日
⃝�内容＝薩摩義士の偉業史跡・木曽三川公園・三保の松
原・浜名湖などの視察。治水神社春の大祭参列、交流
会参加など。
⃝�参加資格＝市内に居住または勤務し、薩摩義士などに
興味があり、霧島市薩摩義士顕彰会に３年間入会でき
る方。
⃝�負担金＝33,000円
⃝�応募方法＝官製はがきに住所、氏名（ふりがな）、年齢、
性別、電話番号を記入し送付
⃝�定員＝20人（申込多数の場合は抽選）
⃝�締切日＝４月２日（月）必着
・ ＝総務課市民運動推進室 ☎（64）0915 

隼人人権啓発センター教室
住民交流を通して仲間づくりの和を育て、人権・同和問

題に対する理解を深めることを目的に開講します。

⃝�実施月＝５月～来年３月
⃝�対象＝市民で、人権啓発センター主催の人権学習会に
必ず参加できる方。
⃝�申込期限／受講料＝４月９日（月）／無料
※�申込多数の場合は抽選、少数の場合は中止になること
があります。
・ ＝隼人人権啓発センター ☎（42）0558

中国国際交流サロン
午後のティータイムにのんびり中国のお茶を飲みながら、

国際交流員と一緒に中国の話をしませんか。今回のテー
マは「北京市について」です。
⃝�日時＝３月23日（金）午後３時～４時
⃝�場所＝国分公民館２階調理講義室（国分シビックセン
ター内）
⃝�定員＝10人（申込多数の場合は抽選、少数の場合は中
止になることがあります）
⃝�申込期限＝３月16日（金）
・ ＝企画政策課国際交流グループ ☎（64）0914

World Holiday Tour（世界の祭日ツアー）
外国ではどのように祭日をお祝いして過ごしているのか、

体験してみませんか。国際交流員と一緒に工作やゲームを
しながら、異文化を楽しみましょう。
⃝�日時＝３月31日（土）午後２時～５時
⃝�場所＝霧島公民館大会議室（霧島田口148―３）
⃝�定員＝25人（申込多数の場合は抽選）
⃝�対象／参加料＝小中学生／500円程度（保険料込み）
⃝�申込期限＝３月23日（金）
・ ＝企画政策課国際交流グループ ☎（64）0914

サンあもり自主講座

⃝�受講料＝各4,000円
⃝�申込方法＝直接または電話で。
⃝�申込期限＝定員になり次第。
・ ＝サンあもり ☎（43）3373

天降川地区共同利用施設自主講座
■ 手作り味

み
噌
そ

講座 
⃝�日時／定員＝３月28日（水）午後１時～３時、３月30日
（金）午前10時～正午（全２回）／12人（成人男女）
⃝�準備するもの＝エプロン、三角きん、筆記用具
⃝�受講料＝1,500円（材料費込み）一人当たり約５㌔の味
噌を持ち帰りできます。
⃝�申込方法＝直接、または電話で。
⃝�申込期限＝定員になり次第。
・ ＝天降川地区共同利用施設 ☎（43）1951

お知らせ
引っ越しに伴う水道利用の連絡はお早めに

■ 水道を新たに使用する場合
郵便受けなどに入っている「水道部からのお願い」を読
み、お客様番号、名前などをお知らせください。
■ 水道を使用しなくなる場合
前もって使用中止日を連絡し、料金の精算をしてくださ
い。引っ越し当日の精算の申し出は希望の時間帯に伺え
ないこともありますので、早めに連絡ください。連絡がな
いと使用中とみなされ、基本料金をお支払いただくことと
なりますので、必ず連絡をお願いします。
※�井戸や集落水道の使用、水道料金が家賃に含まれる
場合を除きます。
＝�【国分・隼人・福山・溝辺地区】水道部管理課業務グ

ループ ☎（42）3500、【霧島・牧園・横川地区】水道部
牧園支所業務グループ  ☎（45）5111

霧島市農業委員会委員選挙
■ 立候補予定者説明会
⃝�日時＝３月23日（金）午前10時から
⃝�場所＝隼人庁舎第１会議室
■ 立候補届け出受け付け
⃝�日時＝４月８日（日）午前８時30分～午後５時
⃝�場所＝国分選挙区は国分庁舎、隼人選挙区は隼人庁
舎そのほかは選挙区の属する各総合支所
⃝�投票日時＝４月15日（日）午前７時～午後５時　※入
場整理券を持参してください。

■ 選挙権を有する人
３月31日で確定した農業委員会委員選挙人名簿に登録
されている人で、区域内に住所を有する次に掲げる20歳
以上の人。
⃝�10㌃以上の農地について耕作の業務を営む人
⃝�同居の親族または配偶者でその耕作に従事する日数
が60日に達する人。

■ 期日前投票
⃝�期間＝４月９日（月）～14日（土）午前８時30分～午後８
時

⃝�場所＝国分選挙区は国分庁舎、隼人選挙区は隼人庁
舎、そのほかは選挙区の属する各総合支所。
⃝�開票日時＝４月15日（日）各選挙区で午後６時20分か
ら

＝選挙管理委員会事務局 ☎（42）1143

戦没者などのご遺族の皆さまへ
～第９回特別弔慰金の請求はお早めに～
平成17年４月１日から平成21年３月31日までの間に、戦
没者に係る公務扶助料や遺族年金などを受給されてい
た方がいなくなった場合に、戦没者の三親等内親族の中
の先順位の方１人に支給されます。
⃝�請求期限＝４月２日（月）

＝�保健福祉政策課 ☎（64）0904、隼人福祉課、各総合
支所市民福祉課

税証明や住民票などを
取得する際のお知らせ

４月１日から、個人の方が税証明や住民票などを請求
する際に必要だった押印を廃止します。証明などを請求す
る際は、印鑑をお持ちの場合でも本人確認の出来る証明
書などが必要です。法人が法人の税証明を請求する場合
や、法人として住民票などを請求する際は、法人印や代
表者印が必要です。なお、委任状の取り扱いにつきまして
は従来どおりです。
※�本人確認ができる証明書の主なものは、運転免許証や
健康保険証などです。
＝市民課 ☎（64）0901

公金取り扱い時間変更のお知らせ
隼人庁舎、各総合支所での公金取り扱い時間が午後５
時から午後４時までに変更になりますので、ご理解とご
協力をお願いします。
⃝�対象箇所＝隼人庁舎・溝辺・横川・牧園・霧島・福山総合
支所
⃝�変更開始日＝４月２日（月）から
※�４月２日から国分庁舎を含む全ての公金取扱所での両
替ができなくなります。
＝会計課 ☎（64）0913

前
さき

玉
たま

神社須
す

川
がわ

様
さま

祭
⃝�日時＝３月28日（水）午前９時から
⃝�場所＝前玉神社（溝辺町三縄204番地）
⃝�内容＝家畜繁殖無事祈願、五穀豊穣祈願、馬踊りなど。

＝三縄自
じ

彊
きょう

会 ☎（59）2376

第１回 県民の森桜フェスティバル
⃝�日時＝３月25日（日）午前10時30分～午後３時30分
⃝�場所＝県民の森中央広場
⃝�内容＝芸能や出店、県内特産品などの抽選会など。

＝県民の森管理事務所 ☎（68）0557

国分書道同好会展
　会員や講師の書道作品を展示します。

講  座  名 日　　時 開講日 定 員

太極拳 4月～ 6月（毎週金曜日）
14：00～ 15：30（全10回） 4月 6日（金） 20人

骨盤エクササイズ 4月～ 6月（毎週月曜日）
9：45～ 10：50（全10回） 4月 9日（月） 30人

もっとキレイに
スローフローヨガ

4月～ 6月（毎週火曜日）
19：00～ 20：30（全10回） 4月10日（火） 21人

ハタヨガ
～初級クラス～

4月～ 6月（毎週水曜日）
19：00～ 20：10（全10回） 4月11日（水） 21人

教　室　名 日　程 時　　間
絵手紙 1・3月曜日 9:30 ～ 11:30
着物着付け 2・4月曜日 10:00 ～ 12:00
パソコン 毎週火曜日 10:00 ～ 12:00
フラワーアレンジメント 2・4火曜日 13:30 ～ 15:30

津軽三味線 1・3水曜日 13:00 ～ 15:00
＊楽器無料貸し出し

元気体操 2・4水曜日 9:30 ～ 11:30
ヨ　ガ 1・3木曜日 19:00 ～ 21:00
舞　踊（藤若流） 毎週金曜日 13:00 ～ 15:00
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Readers Voice

このコーナーは読者の皆さんからの
声を伝えるページです。
本誌への感想、霧島市への思いなど、
たくさんの声をお寄せください。

読者の声

c
o

m
m

u
n

i
t

y

大
阪
か
ら
約
50
年
ぶ
り
溝
辺

に
帰
り
３
年
目
。
子
ど
も

の
こ
ろ
交
通
手
段
が
な
く
歩
き
で

し
た
。
そ
の
た
め
行
動
範
囲
が
狭

く
小
さ
い
村
だ
と
思
い
ま
し
た
が
、

今
で
は
車
で
県
内
外
ど
こ
へ
で
も

行
け
て
と
て
も
広
く
感
じ
ま
す
。

今
は
妻
と
山
で
シ
イ
タ
ケ
作
り
、

畑
で
野
菜
作
り
、
時
間
が
あ
れ
ば

釣
り
と
温
泉
へ
行
き
ま
す
。
友
人

が
大
阪
か
ら
来
た
ら
必
ず
温
泉
へ

連
れ
て
行
き
、
霧
島
を
Ｐ
Ｒ
し
て

い
ま
す
。
今
と
て
も
充
実
し
た
生

活
で
す
。（
二
見
幸
男
68
歳
男
性
）

●

霧
島
市
に
な
っ
て
面
積
は
薩
摩

川
内
市
に
次
い
で
２
番
目
の
広
さ
。

そ
こ
に
は
た
く
さ
ん
の
魅
力
が
あ

る
の
で
い
っ
ぱ
い
Ｐ
Ｒ
し
て
く
だ

さ
い
。昨

年
の
10
月
か
ら
12
月
ま
で

毎
週
１
回
、
霧
島
市
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
介
護
予
防

教
室
に
参
加
。
い
ろ
い
ろ
と
習
っ

た
こ
と
を
復
習
。
特
に
チ
ュ
ー
ブ

体
操
は
朝
夕
に
チ
ュ
ー
ブ
を
持
ち

出
し
て
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
こ

ん
な
教
室
が
あ
る
時
は
ぜ
ひ
参
加

し
ま
す
。
今
年
４
月
で
85
歳
に
な

り
ま
す
。
ま
る
っ
き
り
一
人
暮
ら

し
で
す
。
で
も
友
達
が
た
く
さ
ん

い
て
く
だ
さ
る
の
で
一
人
で
も
強

く
生
き
て
い
き
ま
す
。（
何
時
も

元
気
な
ば
あ
さ
ん
85
歳
女
性
）

●

朝
夕
チ
ュ
ー
ブ
体
操
と
は
若
い
。

常
に
前
向
き
に
挑
む
姿
に
敬
服
し

ま
す
。
そ
れ
と
友
達
が
い
る
と
い

う
こ
と
は
い
い
で
す
ね
。

魚
を
丸
ご
と
さ
ば
く
な
ん
て

魚
屋
さ
ん
の
す
る
こ
と
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
霧
島
市
誕

生
の
年
、「
魚
の
捌さ

ば

き
方
教
室
」

を
「
調
理
し
て
食
べ
て
帰
れ
る
」

と
勘
違
い
し
て
受
講
し
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
終
了
後
は
自
主
グ

ル
ー
プ
で
月
に
１
回
、
旬
の
魚
を

楽
し
み
に
続
け
て
い
ま
す
。
春
に

は
魚
市
場
に
日
帰
り
研
修
、
秋
に

は
に
ぎ
り
の
実
習
、
忘
年
会
と
老

若
男
女
、
嫁
と
姑
ほ
ど
の
年
の
差

も
あ
っ
て
大
家
族
の
よ
う
で
も
あ

り
ま
す
。
お
魚
さ
ん
の
栄
養
に
加

え
て
、
月
一
の
安
否
確
認
で
発
せ

ら
れ
る
毒
舌
に
沸
き
出
る
ア
ド
レ

ナ
リ
ン
…
。
家
で
は
「
今
日
の
魚

は
な
に
か
な
あ
」
と
家
族
が
楽
し

み
に
待
っ
て
い
て
特
別
な
日
で
す
。

お
魚
の
扱
い
が
苦
手
な
方
、
講
座

の
後
も
続
け
た
い
方
、
第
一
火
曜

の
１
時
半
か
ら
国
分
公
民
館
調
理

室
を
の
ぞ
い
て
く
だ
い
。（
キ
ビ

ナ
ゴ
三
枚
お
ろ
し
57
歳
女
性
）

●

魚
の
さ
ば
き
方
教
室
が
あ
る
な

ん
て
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
分

た
ち
で
自
主
的
に
運
営
し
て
い
る

な
ん
て
本
当
に
楽
し
い
お
仲
間
な

ん
で
す
ね
。

昨
年
の
春
に
離
婚
し
、
ま
も

な
く
１
年
に
な
り
ま
す
。

離
婚
を
機
に
こ
の
ま
ち
を
離
れ
、

地
元
に
戻
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
が
、

子
ど
も
た
ち
が
住
み
な
れ
た
ま
ち

や
通
い
な
れ
た
学
校
を
離
れ
る
こ

と
を
ち
ゅ
う
ち
ょ
し
た
の
で
、
そ

の
ま
ま
こ
こ
で
生
活
し
て
い
ま
す
。

離
婚
し
て
か
ら
よ
う
や
く
霧
島
の

神
々
や
自
然
、
温
泉
の
素
晴
ら
し

さ
に
気
付
き
、
今
で
は
こ
の
ま
ち

で
暮
ら
し
て
い
け
る
こ
と
を
あ
り

が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。
離
婚
が

成
立
す
る
ま
で
の
精
神
的
に
不
安

定
に
な
っ
て
い
る
時
期
は
「
女
性

の
た
め
の
無
料
相
談
」
で
臨
床
心

理
士
の
先
生
に
は
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
自
分
自
身
を
取
り

戻
し
、
前
向
き
に
生
き
て
い
け
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
先
生
の
お
か

げ
で
す
。
こ
の
事
業
を
行
っ
て
く

だ
さ
る
霧
島
市
に
も
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。（
Ｐ
・
Ｎ

バ
ツ
イ
チ
40
歳
女
性
）

●

悩
ん
だ
時
は
無
料
相
談
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
新
し
い
自
分
を
発

見
で
き
る
か
も
…
。
問
い
合
わ
せ

は
男
女
共
同
参
画
推
進
グ
ル
ー
プ

ま
で
☎（
64
）０
９
１
４
。

２
月
12
日
、
第
５
回
霧
島
市

８
０
２
０
運
動
達
成
者
と

し
て
表
彰
状
と
副
賞
ま
で
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
８
０
２
０
」
馬ば

齢れ
い

重か
さ

ね
て
事
も

な
し
で
今
ま
で
の
健
康
の
あ
り
が

た
さ
を
か
み
し
め
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
も
将
棋
の
取
り
持
っ
た
縁
で

同
好
の
歯
科
の
先
生
に
巡
り
合
い
、

歯
の
保
全
と
早
期
治
療
の
重
要
性

を
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ

と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。今
後「
９

０
２
０
」
の
ご
計
画
は
い
か
が
で

す
か
（
大
島
三
郎
80
歳
男
性
）

●

80
歳
で
自
分
の
歯
が
20
本
も
あ

ポピー (ケシ科）

る
な
ん
て
す
ご
い
。
今
回
の
表
彰

者
は
45
人
。
最
高
齢
者
は
87
歳
。

歯
は
大
事
。
皆
さ
ん
も
８
０
２
０

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

少
子
化
と
い
わ
れ
て
い
る
中
、

霧
島
市
（
特
に
国
分
・
隼

人
地
区
）
は
子
ど
も
が
と
て
も
多

い
地
域
だ
と
思
い
ま
す
。
ス
ー
パ 

ー
に
行
っ
て
も
土
日
の
公
園
に
行 

っ
て
も
小
さ
な
子
ど
も
が
多
く
感

じ
ま
す
。
私
に
も
二
人
、
小
学
生

の
娘
が
い
ま
す
が
、
周
り
は
３
人
、

４
人
と
子
ど
も
が
い
る
方
が
多
く
、

活
気
の
あ
る
ま
ち
だ
と
思
い
ま
す
。

市
内
に
は
そ
の
た
め
か
、
あ
ち
こ

ち
に
公
園
も
あ
り
、
恵
ま
れ
て
い

る
と
は
思
う
の
で
す
が
、
梅
雨
時

期
や
真
夏
の
炎
天
下
に
遊
ば
せ
ら

れ
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
う
な
る
と
店
内
な
ど
の

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
で
遊
ば
せ
れ
ば

と
て
も
助
か
る
と
思
う
の
で
す
が
、

ゲ
ー
ム
だ
け
で
は
と
て
も
長
く
過

ご
せ
ま
せ
ん
。
屋
内
の
公
園
が
あ

れ
ば
と
て
も
助
か
る
と
思
う
方
が

た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
う

の
で
す
が
…
。（
蒼
天
の
舞
34
歳

女
性
）

●

体
育
館
や
国
分
総
合
プ
ー
ル
、

国
分
図
書
館
横
の
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
で
ア
ニ
メ
の
視
聴
な
ど
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
ほ
か
に
お
勧

め
の
あ
る
方
お
は
が
き
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

昨
年
11
月
末
、
寒
さ
が
本
格

的
に
な
る
こ
ろ
、
東
京
か

ら
霧
島
に
移
り
住
み
ま
し
た
。
住

み
始
め
て
10
日
後
く
ら
い
の
朝
、

３
㌢
く
ら
い
の
霜
柱
が
家
の
前
の

畑
に
立
ち
、
こ
れ
か
ら
到
来
す
る

冬
の
生
活
を
予
感
し
身
震
い
し
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
寒
さ
の
中
、
周

辺
の
田
園
地
帯
を
散
歩
し
て
い
る

と
竹
林
の
間
か
ら
見
え
る
清
流
の

流
れ
、
鳥
の
さ
え
ず
り
、
風
の
さ

さ
や
き
、
澄
ん
だ
空
気
に
心
癒
や

さ
れ
る
毎
日
。
年
が
明
け
、
さ
ら

に
強
い
寒
波
の
訪
れ
の
中
、
吹
き

下
ろ
す
北
風
に
つ
い
負
け
ま
い
と

力
が
入
り
過
ぎ
、
体
調
を
崩
し
ま

し
た
。
そ
ん
な
中
、
２
月
12
日
の

初
午
祭
を
終
了
間
際
に
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
馬
の
踊
る
鈴
の

音
に
合
わ
せ
て
、
冷
え
切
っ
て
い

た
体
も
心
も
弾
み
、
元
気
を
も
ら

い
ま
し
た
。（
竹
の
子
54
歳
女
性
）

●

馬
の
鈴
の
音
は
春
を
告
げ
、
今

で
も
青
年
団
な
ど
は
馬
を
連
れ
て

各
家
庭
を
回
り
家
の
庭
で
踊
っ
て

無
病
息
災
を
祈
り
ま
す
。

明
日
お
い
や
っ
や
あ
（
居
ま

す
か
）。
お
っ
ど
（
居
ま

す
よ
）。
週
末
の
土
曜
日
の
夜
の

息
子
か
ら
の
電
話
で
の
定
期
便
。

翌
日
、
お
昼
に
お
い
し
い
昼
ご
は

ん
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
る
。
う

な
丼
、
天
丼
、
お
寿
司
と
い
ろ
い

ろ
…
。
毎
週
こ
れ
を
楽
し
み
に
待 

っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
後
は
年
寄

り
の
好
き
な
温
泉
へ
と
…
。
大
事

に
し
て
く
れ
る
か
ら
感
謝
し
て
い

る
。
シ
ア
ワ
セ
、
シ
ア
ワ
セ
通
り

越
し
て
ゴ
ア
ワ
セ
…
。
こ
こ
で
一

首
。人

生
た
そ
が
れ
の
大
正
ロ
マ
ン

も
九こ

こ
の
そ
じ

十
路
（
西
川
キ
ク
エ
92
歳
女

性
）

●

ひ
ょ
っ
と
し
て
お
は
が
き
を
い

た
だ
い
た
中
で
こ
れ
ま
で
で
最
高

齢
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
シ・

ア

ワ
セ
の
上
だ
か
ら
ゴ
ア
ワ
セ
だ
な

ん
て
と
ん
ち
が
効
い
て
い
ま
す
ね
。

今
月
は
こ
の
ほ
か
21
通
の
お
は

が
き
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
文
章

は
添
削
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

⬆点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

P O S T  C A R D

4934998
お手数ですが
50円切手を
お貼りください

霧島市役所
秘書広報課  行

◎ご住所

フリガナ

年齢／ 性別／ 男　・　女

（No.139/2012.3）

◎ご氏名

歳

◎ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

電話（　　　　　　）　　　　－

お便りをくださった方の中から京
都サンガサッカー観戦チケットを
ペアで５人の方にプレゼント。 応
募締め切りは３月23日（金）当日
消印有効です。当選の発表は、商
品の発送を持ってかえさせていた
だきます。

この広報誌を読んだ感想や今後取り上げ
てほしい記事、霧島市への思い、あなた
の周りであった身近な出来事や話題など、
何でも好きなことを書いてください。

おたより
待ってます
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〈随ずいそう想〉

空
港
を
生
か
す
ま
ち
づ
く
り

市
長
コ
ラ
ム

前
田
終
止

⬆点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

昭
和
47
年
４
月
１
日
、
鹿
児

島
空
港
が
開
港
し
て
こ
の
４
月

で
40
周
年
を
迎
え
ま
す
。
鹿
児

島
市
の
鴨
池
に
あ
っ
た
旧
空
港

は
用
地
や
騒
音
の
問
題
に
よ
り

拡
張
を
断
念
。
新
空
港
の
候
補

地
と
し
て
谷
山
や
知
覧
、
鹿
屋

な
ど
６
か
所
が
あ
げ
ら
れ
、
地

形
や
気
象
条
件
な
ど
の
調
査
結

果
に
よ
り
昭
和
43
年
に
現
在
の

十
三
塚
原
に
決
定
。
多
く
の
地

権
者
や
周
辺
住
民
の
皆
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
開
港

さ
れ
ま
し
た
。
空
港
が
で
き
た

こ
と
に
よ
り
、
高
速
道
路
な
ど

の
交
通
網
が
充
実
し
、
企
業
誘

致
が
加
速
さ
れ
、
人
口
増
に
つ

な
が
り
、
観
光
客
が
増
え
、
経

済
や
産
業
が
発
展
し
、
税
収
が

増
え
、
市
民
生
活
に
還
元
さ
れ

て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
鹿
児

島
空
港
は
年
間
約
５
百
万
人
の

乗
降
者
が
い
て
、
送
迎
や
買
い

物
、
食
事
な
ど
の
利
用
者
を
合

わ
せ
る
と
、
さ
ら
に
多
く
の
人

が
利
用
し
て
い
ま
す
。「
空
の

駅
」
と
い
う
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン

ト
施
設
だ
と
発
想
す
れ
ば
大
き

な
可
能
性
が
み
え
て
き
ま
す
。

40
周
年
の
節
目
に
、
改
め
て
土

地
を
提
供
さ
れ
た
皆
さ
ま
や
、

騒
音
な
ど
に
ご
理
解
を
い
た
だ

い
て
い
る
皆
さ
ま
に
感
謝
し
な

が
ら
、
空
港
を
生
か
す
ま
ち
づ

く
り
に
挑
戦
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◎人口／127,946人（－3）
男性／ 61,559人（－7）
女性／ 66,387人（＋4）
出生107人／死亡137人
転入310人／転出285人
◎世帯数／58,294世帯（－15）

（平成24年２月１日現在）

E
D

IT
O

R
'S

霧島屋久国立公園に錦江湾が新
たに追加され屋久島と分割し３月16
日、霧島錦江湾国立公園が誕生しま
す。鹿児島空港が開港40周年を迎え
るなど、春には霧島の海と空が歴史的
瞬間を迎えます。撮影した日は、海と空
の青がとてもきれいで、まるでその光景
に吸い込まれるように白い機体がゆっく
りと過ぎていきました。見慣れた景色が
春からはさらに魅力を増していきます。

祝 海と空
撮影場所：福山町海岸沿い

【撮影データ】

デジタルカメラ　レンズ18〜200㎜
F3.5 〜 5.6　1/250　F8.0　ISO100

人は次から次にいいものを求め満足することがない。一つ一つを感
謝することで幸せを感じられる」取材先で教わった言葉です。当

たり前のようで、できていなかったこと。不安や不満などいろいろあり
ますが、まずは今を感謝することで考え方も変わってくるのかも（み）

孤立死が報道で流れた。「なぜ、三人を救うことができなかったの
か。次のことに気を付けてください。電気がつけっぱなしになって

いないか…」果たしてそれで救えるのか。それより人とつながることが大
事なのではないだろうか。自治会の必要性を感じた出来事だった（た）

３月号「食す」の担当は私。今回は私の出身地である福山の方にお
願いした。６人のリーダー的存在、武元さんに取材するが、その迫

力に圧倒され、なかなか話が聞き出せない。しかし地元の話を切り出す
と場が和みいい取材ができた。やはり地元は心地よいものですね（は）

広報をしていると学ぶことが多い。特に今回はそう感じました。空
港にこんなに知らない魅力があったとは。お気に入りの場所にな

りました。読者からのはがきでは言葉を学びました。「九十路」。三十路
だから「くそじ」と言ったら冷たい視線。これからも学ぶことは多い（う）

霧島市携帯サイト

携帯電話からも、霧島市の情報をご
覧いただけます。パソコンをお持ちで
ないかたも、インターネット接続可能
な携帯電話を利用して、霧島市ホーム
ページの情報の一部を検索できます。

今月の表紙

3PRESENTS

※読者プレゼントを提供してくださる方を募集しています。秘書広報課広報広聴グループ☎（64）0955までご連絡ください。

お便りをくださった方の中から

2月に霧島市でのキャンプを終えたサッカーJ２の京都サンガが、4月１日に県立
鴨池陸上競技場でアビスパ福岡と公式戦を行います。昨年天皇杯で準優勝に
輝いたのも霧島市民の皆さんの応援があったからと京都サンガから公式戦のチ
ケットをいただきました。プロの妙技を間近で観戦しませんか。

◎ ＝観光課  ☎（64）0895

京都サンガサッカー観戦
ペアチケットプレゼント

な
ぜ
な
ら
も
う
少
し
寒
さ
が
緩
ん

で
く
れ
ば
私
と
子
ど
も
た
ち
は
好

き
で
た
ま
ら
な
い
霧
島
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
に
始
終
繰
り
出
す
だ
ろ
う
か

ら
。天

孫
降
臨
で
有
名
な
霊
峰
高
千

穂
、
途
中
の
新
燃
岳
が
大
噴
火
す

る
ま
で
は
縦
走
で
き
た
韓
国
岳
。

日
本
中
が
敬
愛
し
て
や
ま
な
い
連

山
と
薩
摩
の
シ
ン
ボ
ル
桜
島
を

日
々
の
暮
ら
し
の
借
景
と
す
る
国

分
平
野
に
居
を
構
え
る
私
た
ち
は
、

こ
こ
に
暮
ら
し
人
々
に
混
じ
っ
て

助
け
合
い
、
生
き
る
だ
け
で
充
足

感
を
得
ら
れ
る
。
朝
に
夕
に
当
た

り
前
の
よ
う
に
交
わ
さ
れ
る
あ
い

さ
つ
。
高
齢
者
と
子
ど
も
の
多
さ
、

そ
れ
を
守
る
自
治
の
輪
。
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
隊
活
動
。
年
中
行
事
も

盛
ん
で
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
に

し
て
い
る
初
午
祭
、
隼
人
浜
下
り
、

水
神
祭
、
六
月
灯
、
十
五
夜
、
し

め
な
わ
作
り
。
お
喋
り
好
き
な

人
々
の
温
か
さ
と
驚
く
ほ
ど
お
い

し
い
郷
土
料
理
。
全
て
に
霧
島
の

季
節
の
薫
り
が
宿
る
。 

二
人
と
も
東
京
人
の
夫
と
私
は
、

誰
一
人
の
知ち

己き

も
な
い
代
わ
り
に

何
の
抵
抗
も
な
く
こ
の
地
、
霧
島

に
来
た
。
16
年
程
前
の
こ
と
で
あ

る
。
夫
は
ほ
ぼ
全
国
か
ら
赴
任
先

を
選
べ
た
が
私
は
迷
わ
ず
カ
ゴ
シ

マ
！
と
叫
ん
だ
。
遥
か
昔
（
？
）

…
東
京
の
カ
ト
リ
ッ
ク
女
子
校
生

だ
っ
た
私
は
修
学
旅
行
で
鹿
児
島

に
来
た
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

私
た
ち
か
弱
き
婦
女
子
一
行
が
南

国
カ
ゴ
シ
マ
に
入
り
目
に
し
た
の

は
穏
や
か
な
錦
江
湾
と
そ
の
先
で

一
幅
の
草そ

う

画が

の
ご
と
く
横お

う

臥が

し
常

な
ら
ぬ
噴
煙
を
上
げ
て
い
る
桜
島

だ
っ
た
。
迎
え
て
く
れ
た
桜
島
は

変
わ
り
な
く
雄
壮
だ
け
れ
ど
、
そ

れ
を
見
て
い
る
私
は
少
し
だ
け
変

わ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
そ
ん
な

話
は
さ
て
置
き
私
た
ち
が
霧
島
市

国
分
に
家
を
建
て
た
の
は
、
そ
も

そ
も
空
港
に
近
か
っ
た
せ
い
で
あ

る
。
二
人
と
も
長
男
長
女
で
老
い

た
両
親
を
東
京
に
残
し
て
き
た
身

を
想
像
し
て
み
て
ほ
し
い
。 

し

か
し
、
だ
か
ら
こ
そ
こ
こ
で
老
い

た
両
親
に
長
生
き
し
て
も
ら
う
た

め
に
も
南
国
に
居
を
構
え
る
決
意

が
で
き
た
。
東
京
を
出
る
時
は
友

人
知
人
に
お
ど
さ
れ
た｢

九
州
男

児
は
頑
固
だ
よ｣

｢

鹿
児
島
弁
は

全
く
わ
か
ら
な
い
よ｣

な
ど
な
ど
。

16
年
住
ん
で
み
て
感
想
は
？
と
聞

か
れ
た
ら
私
は
こ
う
答
え
た
い｢

全
部
少
し
は
当
た
っ
て
い
る
し
全

部
同
じ
く
ら
い
間
違
っ
て
い
る｣

若
い
頃
私
は
東
京
か
ら
出
て
単
身

フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
を
旅
し
て
い

た
。
そ
の
後
フ
ラ
ン
ス
の
ス
チ
ュ

デ
ィ
オ
に
住
ん
で
大
学
院
に
在
籍

Profile
ほさか かりな（51）
東京都出身｡フランス語言語学
士｡アロマ調香師｡調香インスト
ラクター｡ 大学卒業後 ｢生活の
木｣ 入社｡ハーブ、アロマ部門を
講師として一括担当｡講談社、生
活の木、東急ハンズ、西武ほか
多くのスクール講師を経る。後
に渡仏。香り（アロマ）の大学院
｢I.S.I.P.C.A｣ 留学｡ 16年前来
鹿｡現在霧島公民館講座講師｡

薫るキリシマ
◎保坂  夏里奈

春
が
近
い
の
を
感
じ
る
。
啓け

い

蟄ち
つ

ま
で
ま
だ
少
し
あ
る
と
い
う
の
に

名
高
い
霧
島
山
か
ら
吹
き
下
ろ
す

風
の
中
に
は
わ
ず
か
な
が
ら
確
か

に
ほ
こ
ろ
ん
で
い
く
植
物
た
ち
の

若
々
し
く
凛り

ん

と
し
た
香
り
が
あ
る
。

そ
ん
な
時
は
我
知
ら
ず
、
う
き
う

き
し
て
し
ま
う
自
分
に
気
付
く
。

し
て
い
た
間
、
市し

せ
い井

の
ニ
ッ
ポ
ン

大
使
に
な
っ
て
モ
ニ
ー
ク
や
ジ
ャ

ン
・
マ
ー
ク
・
シ
ャ
イ
ア
や
ス
ウ

カ
イ
ナ
と
い
っ
た
友
人
達
か
ら
上

記
の
よ
う
に｢
日
本
男
児
は
頑
固

デ
シ
ョ
？｣

｢

日
本
語
っ
て
全
く

ワ
カ
ラ
ナ
イ
ネ｣

と
つ
ぶ
や
か
れ

て
い
た
か
ら
。
私
の
答
え
も
片
言

で
は
あ
っ
た
け
れ
ど
や
は
り
今
と

同
じ
だ
っ
た
。｢

少
し
当
た
っ
て

い
る
し
少
し
間
違
っ
て
い
る｣

ど

の
土
地
の
言
葉
も
風
習
も
自
然
も

ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
で
新
鮮
で
霧
島

に
吹
く
風
の
よ
う
だ
。
ハ
ー
ト
で

通
じ
て
し
ま
う
も
の
。
だ
か
ら
皆

さ
ん
が
思
う
程
カ
ゴ
ン
マ
ゴ
も
苦

手
で
は
な
い
の
デ
ス
、
実
は
。

隼
人
町
の
天
降
川
橋
付
近
か
ら
見
た
霧
島
山
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